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三笠宮殿下御礼拝

財
団
法
人
特
攻
隊
戦
没
者
慰

霊
平
和
祈
念
協
会
発
足
第
一
回

の
追
悼
式
は
、
三
笠
宮
崇
仁
親

王
殿
下
御
台
臨
を
仰
ぎ
千
鳥
淵

墓
苑
境
内
を
借
り
て
、
平
成
6

年
3
月
28
日
11時
よ
り
行
は
れ

こ
。

t
 好

天
に
恵
ま
れ
参
加
者
は
来

賓
、
遺
族
、
会
員
合
わ
せ
て
千
人
に
及
ぶ
盛
況
だ
っ
た
。
来
賓

は
三
笠
宮
殿
下
の
ほ
か
総
理
大
臣
、
厚
生
大
臣
の
各
代
理
、
伊

藤
茂
運
輸
大
臣
、
中
曽
根
、
竹
下
元
首
相
、
偕
行
社
、
水
交
会

の
各
会
長
、
特
攻
隊
に
関
係
の
あ
る
各
戦
友
団
体
の
代
表
、
ほ

か
心
あ
る
団
体
の
代
表
な
ど
多
数
が
参
加
さ
れ
た
。

な
お
当
初
御
臨
席
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
高
松
宮
妃
殿

下
に
は
、
お
風
邪
を
召
さ
れ
た
為
欠
席
の
止
む
な
き
に
至

っ
た

こ
と
宮
家
よ
り
御
連
絡
を
受
け
た
。

午
後
の
総
会
の
席
上
多
顆
の
基
金
を
寄
付
さ
れ
た
次
の
方
々

に
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
大
久
保
隆
、
羽
山
昇
、
森

下
勇
、
山
本
卓
美
、
伊
藤
美
夫
、
大
穂
利
武

ヽ
，
贔

c
 

.

,
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式辞抜すい

……多くの若人が同胞を思い祖国の安泰を願

い春秋に富む身を只ひたすらに祖国に捧げ万

に―つの生還も期せず敢然として体当たり攻

撃を遂行し桜花の如く散華されました。その

数陸海軍合わせて六千九百五十二柱に及んで

おります。

………世界史に比類なきこの崇高な精神を敬

仰しかつ子々孫々に伝えることこそわが国永

遠の平和と民族発展のいしずえとなるものと

確信致します。この慰霊平和祈念事業を世に

広く推進しかつ末長く継続する為私共はこの

事業団体を財団法人と致すべく努力して参り

ました：・:＇：；：

第19号
〒105東京都港区虎ノ門

3-6-8 第 6森ビル
財団法人特攻隊

戦没者慰霊平和祈念協会

電話 03(3432)1090 

編集人 田 中 賢一

発 行 人 木 村 元 正

瀬島会長式辞
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全
国
特
攻
隊
戦
没
者
追
悼
式
の
挙
行
に
際

し
遺
族
を
代
表
し
戦
没
者
六
、
九
五
二
柱
の

英
霊
に
謹
ん
で
追
悼
の
辞
を
奉
莫
い
た
し
ま

す
。こ

の
度
有
志
及
び
諸
先
輩
の
御
尽
力
に
よ

り
財
団
法
人
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
平
和
祈
念

協
会
が
発
足
し
、

三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
の

御
臨
席
を
賜
り
、
御
来
賓
及
び
関
係
者
多
数

の
御
参
列
を
得
て
、
こ
の
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
に
お
い
て
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
特
攻
の

史
実
と
遺
徳
を
末
な
が
く
記
憶
に
と
ど
め
後

世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
誠
に

感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
深
く
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

顧
り
ま
す
れ
ば
昭
和
十
九
年
以
降
、
苛
烈

な
戦
局
の
も
と
祖
国
の
危
急
に
純
粋
無
私
ひ

た
す
ら
日
本
の
無
窮
と
民
族
の
永
遠
を
願
い

強
固
な
責
任
感
と
崇
高
な
犠
牲
的
精
神
を

も
っ
て
、
空
に
海
に
或
い
は
敵
陣
に
決
死
の

攻
撃
を
敢
行
し
桜
の
花
の
如
く
散
華
さ
れ
た

英
霊
を
思
っ
と
き
遺
族
の
一
人
と
し
て
だ
け

で
な
く
日
本
国
民
と
し
て
痛
恨
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。

あ
れ
か
ら
半
世
紀
、
歳
月
は
英
霊
の
御
両

親
を
老
い
さ
せ
、
思
い
で
を
忘
却
の
彼
方
へ

押
し
や
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

特
攻
の

必
死
尽
忠
の
功
績
と
と
も
に
次
の
二
つ
の
遺

産
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
念
じ
て
お
り
ま

第
27
振

武

隊

川

村

勝

（

士

57
期）

弟
川
村
成
（
士
61
期）

遺
族
代
表
追
悼
の
辞

す。
そ
の
一
っ
は
精
神
的
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

開
戦
直
前
の
日
本
存
亡
の
局
面
に
お
い
て
、

「坐
し
て
敗
る
る
は
、
国
家
と
民
族
の
完
全

な
る
滅
亡
で
あ
る
。
戦
っ
て
敗
る
時
は
必
ず

日
本
民
族
の
精
神
は
人
々
に
活
か
さ
れ
、
国

家
は
再
興
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
言
葉

に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

。

／

↑

戦
い
に
敗
れ
て
占
領
下
窮
乏
し
た
焦
土
の

ー
一

日
本
の
復
興
は
苦
難
の
道
で
あ
り
ま
し
た
。

一
／
た
予
1

し
か
し
英
霊
の
身
を
捨
て
て
祖
国
の
不
滅

と
隆
盛
を
願
つ
強
い
意
志
は
、
共
に
戦
っ
た

戦
友
の
胸
に
刻
ま
れ
血
の
滲
む
辛
苦
に
よ
り

こ
ん
に
ち
の
繁
栄
が
実
現
さ
れ
、
こ
の
精
神

一r
i.
 

は
更
に
私
達
の
胸
か
ら
次
の
世
代
へ
と
脈
々

-＾
 

w
 

と
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

『

二
つ
目
は
社
会
的
遺
産
と
し
て
の
ア
ジ
ア

g
-

諸
国
の
拾
頭
で
あ
り
ま
す
。
大
東
亜
共
栄
圏

と
い
う
名
題
の
適
否
は
別
と
し
て
、
こ
の
大

戦
を
契
機
と
し
て
ア
ジ
ア
に
民
族
自
決
、
独

立
の
機
運
が
生
れ
こ
れ
ら
諸
国
は
現
在
、
単

な
る
新
興
国
で
は
な
く
注
目
に
値
す
る
国
家

と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
人

類
の
平
和
と
幸
福
を
念
じ
た
尊
い
犠
牲
が
、

人
々
の
心
に
活
力
と
誇
り
を
与
え
た
結
果
で

あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

私
共
は
特
攻
隊
の
英
霊
の
祖
国
愛
と
人
類

愛
を
改
め
て
噛
み
締
め
、
本
日
こ
の
追
悼
式

の
感
激
を
胸
に
刻
み
、
美
し
い
国
日
本
に
生

ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
て
、
二
十

一
世
紀

に
向
い
歩
ん
で
行
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

英
霊
の
御
加
護
、
御
教
示
の
あ
ら
ん
こ
と

を
願
っ
て
、
追
悼
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

ぶ．,_

追悼合唱森ノ木児童合唱団 陸上自衛隊東部方面隊音楽隊
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会員の献花 参集者献花の列は続く
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今回も会員の画家が特攻に因む油絵及び特攻隊員の肖像画多数を展示した。出品者は市）1|国雄，生田

惇伊藤直之，中野友次郎，松本武にの諸氏。紙面の都合で 2点だけここに掲載する。左 「神風敷島

隊」市川国雄 右「空母ペロウッドに突入する特攻機」中野友次郎

追
悼
式
終
了
後
九
段
会
館
に
席
を
移
し
14
時
か
ら
総

会
及
ひ
懇
親
会
を
行
っ
た
。

左
下
は
懇
親
会
で
挨
拶
す
る
竹
下
元
首
相

特
操
4
期
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特
集 南 九州

4

几舟 空碑 ② 

10 

桃園。庄芸ニニニー

応ら
這り斧｝多后こヽ

行師団(8FD) 

ぷ花運港
第1航空艦隊(1AF) 

前
号
に
続
き
南
九
州
に
あ
る
碑
や
顕
彰
施

設
を
紹
介
す
る
。
沖
縄
航
空
作
戦
の
特
性
上

そ
れ
ら
の
も
の
は
殆
ん
ど
が
特
攻
碑
で
あ
る
。

前
号
に
南
九
州
に
あ
っ
た
陸
海
軍
の
航
空

基
地
の
配
置
図
を
掲
げ
て
お
い
た
が
、
一
九

の
飛
行
場
の
う
ち
で
一
三
個
所
は
往
時
を
物

語
る
碑
が
建
っ
て

い
る
。
碑
だ
け
で
は
な

い
、
知
覧
、

万
世
、
鹿
屋
に
は
立
派
な
記
念

館
が
あ
っ
て
後
世
に
多
く
の
こ
と
を
語
り
伝

え
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
、

同
じ
よ
う
に
沖
縄
航
空
戦
を
戦
っ
て
い
な
が

ら
台
湾
に
展
開
し
た
第
八
飛
行
師
団
と
第
一

航
空
艦
隊
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
地
に
何
か

記
念
と
な
る
も
の
が
建
っ
て
い
る
の
か
、
寡

聞
に
し
て
そ
れ
を
知
ら
な
い
。
た
と
え
建
て

た
と
し
て
も
、
我
々
日
本
人
に
末
永
く
語
り

か
け
る
も
の
と
は
な
り
得
な
い
。

台
湾
本
島
で
沖
縄
方
面
に
特
攻
機
が
出
撃

し
た
基
地
は
要
図
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
基
地
（
石
垣
島
含
む
）
か
ら
発
進

し
突
入
し
た
特
攻
隊
員
は
海
軍
―

二
九
名
、

陸
軍
二
四
六
名
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
但
し

第
八
飛
行
師
団
で
は
中
央
で
編
成
し
師
団
所

厩
と
な
り
台
湾
に
向
う
特
攻
機
を
、
新
田
原

等
で
掌
握
し
直
に
特
攻
出
撃
さ
せ
た
も
の
も

こ
の
数
字
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
台
湾
の

基
地
を
出
撃
し
た
数
字
は
こ
れ
よ
り
も
少
な

0ヽ＇ 3
月
中
旬
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
沖
縄
方
面

で
戦
没
し
た
航
空
特
攻
隊
員
の
数
は
、
海
軍

一
九
八

一
名
、
陸
軍
一

0
ニ

―
名
を
数
ズ

る
。
従
っ
て
そ
の
う
ち
の
十
何
％
か
は
台
湾

か
ら
出
撃
し
て
い
る
が
、
そ
の
地
に
後
世
に

伝
え
る
碑
か
な
い
の
は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
絵
は
加
世
田
市
平
和
祈
念
館
（
万
世
）
に
展
示
し
て
あ
る

5
0
号
の
油
絵
で
、
少
飛
会
海
法
秀

一
画
伯
の
筆
に
な
る
。
大
刀
洗

陸
軍
飛
行
学
校
特
別
幹
部
候
補
生
一
期
の
「
大
刀
飛
会
」
が
平
成

3
年
5
月
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
刀
洗
飛
行
学
校
に
昭
和
1
9
年
に
入
校
し
た
特
別
幹
部
候
補
生

は
三
三

0
0人
で
、
そ
の
う
ち
約
三
0
0人
が
戦
死
し
た
。
万
世

基
地
か
ら
飛
立
っ
た
特
攻
隊
員
の
中
に

一
五
名
が
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
。

• ←‘ 
ヽ^

が ＂ 
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国分特攻基地記念碑

鹿児島県国分市

陸上自衛隊正門前

こ
の
地
は
、
大
東
亜
戦
争
中
の
昭
和
十
八
年
出
水
海
軍

航
空
隊
国
分
分
遺
隊
が
設
け
ら
れ
翌
十
九
年
八
月
十
五
日

国
分
海
軍
航
空
隊
と
し
て
開
隊
、
連
日
隊
員
の
訓
練
を
重

ね
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
初
め
敵
軍
沖
縄

本
土
に
迫
る
頃
、
海
軍
特
別
攻
撃
隊
の
基
地
と
し
て
使
用

さ
れ
、
一

＿百
人
余
の
若
き
勇
士
達
が
莞
爾
と
し
て
雲
流
れ

る
果
て
、
遥
か
逝
い
て
帰
ら
ざ
る
壮
途
に
つ
き
、
祖
国
の

危
急
に
殉
じ
た
思
出
深
い
土
地
で
あ
る
。

こ
の
碑
は
悠
久
空
し
く
散
華
せ
る
、
こ
れ
ら
若
人
の
御
霊

の
と
こ
し
え
に
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
以
っ
て
祖

国
の
平
和
復
輿
に
資
せ
ん
た
め
、
国
分
市
及
び
自
衛
隊
並

び
に
一
般
有
志
た
ち
の
浄
財
と
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
部

隊
員
の
労
力
奉
仕
に
よ
り
之
を
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
九
年
八
月
十
五
日

こ
の
副
碑
の
裏
面
に
は
こ
こ
か
ら
出
撃
戦
死
し
た
特
攻

隊
員
四
三
四
柱
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
碑
文
に
あ
る
通
り
地
元
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
建

て
た
碑
で
あ
る
の
で
、
国
分
特
攻
基
地
記
念
碑
保
存
委
員

会
の
委
員
長
は
市
長
が
な
り
事
務
局
は
市
役
所
内
に
設
け

ら
れ
て
い
る
。

慰
霊
祭
は
毎
年
4
月
22
日
に
行
は
れ
、
昨
年

（平
成
5

年
）
で
―
―
lO
回
を
数
え
る
。

昨
年
の
慰
霊
祭
で
委
員
長
の
谷
口
義

一
市
長
が
捧
げ
た

慰
需
の
詞
の
一
節

“
顧
み
ま
す
れ
ば
諸
御
霊
は
先
の
大
戦
に
お
い
て
ひ
た
す

ら
祖
国
日
本
の
繁
栄
と
国
民
の
平
和
を
念
じ

つ
つ
国
難
に

碑

文

囀ヽ 匹贔いで

一‘ k_, 

散
華
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
ど
も
日
本
国
民
に
と

っ
て
永
久

に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
深
い
悲
し
み
で
あ
り
痛
恨
の

柩
み
で
あ
り
ま
す
“

”
本
年
は
特
に
十
三
回
巨
の
慰
霊
祭
と
い
う
節
目
の
記
念

す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
私
ど
も
は
心
を
新
に
し
て
、
明
日

の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
更
に
努
力
し
て
ま
い
る

こ
と
を
お
誓
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
＂
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現
在
の
鹿
児
島
空
港
は
海
軍
十
三
塚
原
航
空
基
地
の
跡

で
あ
る
。
空
港
の
北
方
約
六
粁
の
丘
の
上
に
あ
る
上
床
公

園
内
に
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。

特

攻

の

碑

十
三
塚
原
特
攻
基
地
（
鹿
児
島
県
溝
辺
町
）

い
囚
ば
＞

こ
の
碑
は
昭
和
5
4
年
に
地
元
の
溝
辺
町
長
が
中
心
と
な

り
、
関
係
有
志
の
協
力
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
副
碑
に

は
次
の
通
り
建
立
の
趣
旨
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

大
東
亜
戦
争
の
風
雲
急
を
告
げ
る
昭
和
十
九
年
十
三
塚

原
海
軍
航
空
隊
（
現
鹿
児
島
空
港
）
で
は
劣
勢
の
戦
局
を

挽
回
す
べ
く
軍
民

一
致
協
力
し
て
日
夜
を
分
た
ぬ
突
貫
工

事
を
も
っ
て
特
攻
基
地
を
建
設
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
か

ら
数
回
に
一
旦
り
沖
縄
周
辺
に
迫
り
来
る
敵
機
動
部
隊
に
対

し
て
勇
猛
果
敢
な
る
体
当
り
攻
撃
を
敢
行
一
＿
百
人
余
の
若

人
達
か
眺
を
決
し
て
戦
い
雲
流
る
る
果
て
再
び
還
る
こ
と

の
な
い
思
い
を
胸
に
決
然
と
征
途
に
つ
き
祖
国
日
本
の
危

急
に
殉
じ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
名
古
屋
空
百
里
空
宇
佐
空
な
ど
海
軍
航
空
隊
の

精
鋭
が
燃
ゆ
る
血
潮
を
君
国
に
捧
げ
て
悠
久
の
大
義
に
散

華
し
た
戦
士
の
魂
暁
を
鍍
め
も
っ
て
祖
国
の
と
こ
し
え
の

平
和
を
希
？
と
と
も
に
之
等
勇
士
の
偉
業
を
讃
え
て
こ
こ

に
之
を
建
立
す
る
。

＇心
疇`

ャ1

氏、・ヤ

へ．． 9 訂こそ｀i’
曹〇

む

ーイ-ず二こ- --

” 

慰
霊
祭
は
毎
年
十
三
塚
原
特
攻
碑
保
存
会
（
会
長
は
溝

辺
町
長
）
主
催
で
行
は
れ
、
昨
年
で
十
五
回
に
及
ぶ
。

平
成
5
年
4
月
3
日
に
行
は
れ
た
慰
霊
祭
で
、
会
長
で

あ
る
今
吉
衛
町
長
の
捧
げ
た
慰
霊
の
こ
と
ば
の

一
節

“
御
霊
は
先
の
大
戦
に
於
い
て
、
ひ
た
す
ら
祖
国
日
本
の

繁
栄
と
国
民
の
平
和
を
念
じ
つ
つ
、
国
難
に
殉
じ
散
華
さ

れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
共
日
本
国
民
に
と
っ
て
永
久
に
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
深
い
悲
し
み
で
あ
り
、
痛
恨
の
極

み
で
あ
り
ま
す
：
…
•
“
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特攻柁(1谷林）
学も町がt:K. f X• ク ー
外和重グ）る年草て 5・6日項
黄色 J)可憐‘itこt呟f`・と‘る

約噂出葵噸包謬 翠し＼
て、，．． ＇こ

一輪の花にも心打たれるものがある

誓‘

？ひ
穂む

み
のが

さ
峰し
に (I)

さ直空
ぎ向に
ぞふぁ
こき
れ・

~1; i 
らゞ，守心字．咤i

•、し・
ら 9•9 ・ら子

台上から空港を望む，

副碑の一つ

その向うに高千穂の峰が見える。

鹿児島空港は離島への便もあるので毎日の離着陸は約125機で，年間の利用者は延600万人に及ぶ。こ

こがかつて特攻基地であって，二百余名の若人が帰らぬ攻撃に飛ぴ立った処であることを知る者果し

て何人あるだろうか。旅客タ ーミナルの窓からは高千穂の峯が真正面に見える。特攻隊員も地上で最後

に眺めた祖国の山だった。--= ・--••, →茫立—

そ念命、｀



( 8 ) 

"
「
み
ど
り
の
森
よ
山
陵
の
、
嶺
に
ひ
ら
け

る
エ
ア
ボ
ー
ト
、
文
化
を
運
ぶ
銀
翼
に
、
あ

あ
大
空
の
幸
を
く
む
、
伸
び
ゆ
く
溝
辺
わ
が

故
郷
」
溝
辺
町
民
歌
の
一
節
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
鹿
児
島
空
港
も
か
つ
て
海
軍
航
空
隊
第

二
国
分
基
地
と
し
て
、
純
粋
な
祖
国
愛
と
使

命
感
に
燃
え
た
花
も
響
の
若
鷲
達
が
飛
び
立

ち
散
華
し
た
魂
の
故
郷
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

ゆ
か
り
の
地
に
特
攻
慰
霊
碑
を
建
立
し
現
今

の
日
本
の
繁
栄
の
礎
を
な
し
た
英
霊
を
慰

め
、
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
ぐ
為
に
全
国
に

募
金
活
動
を
呼
か
け
、
特
攻
機
が
か
す
め
て

南
の
空
に
飛
び
去
っ
た
と
言
は
れ
る
上
床
山

の

一
角
に
建
立
で
き
ま
し
た
。
“

こ
の
稿
の
表
題
は
十
三
塚
原
特
攻
碑
保
存

会
が
平
成
四
年
二
月
に
発
刊
し
た
本
の
書
名

で
あ
り
、
こ
の
文
章
は
書
物
の
冒
頭
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
委
員
長
で
あ
る
今
吉
衛
町
長
の

「発
刊
の
こ
と
ば
」
の
前
文
で
あ
る
。
書
名

は
副
碑
（
前
の
頁
に
写
真
が
掲
げ
て
あ
る
）

に
刻
ま
れ
て
い
る
詩
“
白
雲
に
の
り
て
君
還

り
ま
せ
さ
く
ら
そ
よ
風
菊
の
か
お
り

あ
な
た
の
守
り
給
え
る
ふ
る
さ
と
は
い
ま

平
和
に
満
ち
て
い
ま
す
“
に
拠
る
も
の
で
、

白
雲
に
の
り
て

君
還
り
ま
せ

特
攻
基
地
第
二
国
分
の
記

碑
を
建
て
そ
し
て
こ
の
書
物
を
編
集
し
た
町

の
人
々
の
気
持
ち
を
よ
く
現
し
て
い
る
。

二
五

0
頁
の
こ
の
書
物
の
大
半
は
遺
書
と

遺
族
等
の
回
想
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
冒
頭

に
揚
げ
ら
れ
て
い
る
時
任
正
明

（
第
1
草
薙

隊
名
古
屋
空
海
軍
少
尉
予
備
学
生
出
身

四
月
六
日
特
攻
出
撃
戦
死
九
九
艦
爆
）
の

遺
書
に
続
い
て
姉

III路
貞
の

一
文
が
よ
く
特

攻
烈
土
と
そ
の
肉
親
の
心
情
を
現
し
て
い
る

の
で
、
こ
こ
に
紙
面
の
許
す
範
囲
で
紹
介
す

る
。眼

を
閉
じ
る
と
、
今
も
尚
昨
日
の
事
の
様

に
耳
許
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
あ
の
声
、
あ

の
笑
い
声
。
出
撃
の
前
夜
だ
っ
た
。

「
姉
さ
ん
、
い
よ
い
よ
征
き
ま
す
よ
。
亡
兄

さ
ん
の
処
へ
。
後
を
頼
み
ま
す
。
し
っ
か
り

後
を
頼
み
ま
す
よ
」
と
何
時
も
と
少
し
も
変

わ
ら
ぬ
、
否
そ
れ
よ
り
も
っ
と
落
ち
着
い
た

静
か
な
声
が
、
は
る
か
に
遠
く
受
話
器
に
ひ

び
い
て
き
た
。
出
撃
の
前
夜
リ
そ
れ
は
四
月

五
日
の
夜
だ
っ
た
。
廿
三
夜
の
月
と
て
、
餅

を
つ
い
て
武
運
を
祈
る
夜
だ
っ
た
。
役
場
の

小
使
い
さ
ん
が
、
真
夜
中
急
に
「
時
任
さ
ん

の
国
分
の
息
子
さ
ん
か
ら
電
話
で
す
」
と
知

ら
せ
て
下
さ
っ
た
。
先
に
父
か
起
き
て
行
っ

た
。
し
ば
ら
く
し
て

「息
子
さ
ん
が
お
発
ち

に
な
る
そ
う
で
す
か
ら
、
お
母
さ
ん
も
き
て

下
さ
い
」
と
ま
た
小
使
い
さ
ん
が
呼
び
に
来

ら
れ
、
母
も
行
っ
た
。
最
後
は
祖
母
と
私

だ
っ
た
”
国
分
の
息
子
”
何
か
心
に
解
せ
な

い
も
の
が
あ
り
、
弟
か
ら
だ
ろ
う
か
と
思

い
、
ま
さ
か
、
と
亦
打
消
し
つ
つ
、
月
明
か

り
の
薄
明
る
い
中
を
、
私
は
智
子
を
抱
き
、

祖
母
は
当
直
の
方
に
た
す
け
ら
れ
つ
つ
役
場

ま
で
歩
い
て
行
っ
た
。

そ
し
て
、

「明
朝
早
く
沖
縄
に
出
撃
す

る
」
と
い
う
弟
の
声
を
聞
い
た
。
真
夜
中
の

静
ま
り
か
え
っ
た
部
屋
の
中
に
、
祖
母
、

父
、
母
、
そ
れ
に
私
、
思
い
思
い
の
声
が
受

話
器
に
す
が
る
。
夢
の
中
に
い
る
よ
う
な
気

持
ち
、
だ
が
夢
の
中
の
登
場
人
物
に
は
ま
だ

い
く
ら
か
の
感
情
が
あ
る
。
し
か
し
、
電
話

の
前
に
並
ん
だ
私
達
に
は
、
感
傷
も
感
情
も

な
い
。
ま
し
て
涙
も
な
い
。
只
心
残
り
な
く

征
か
し
て
や
り
た
い
、
精

一
杯
励
ま
し
て
や

り
た
い
。
そ
の
気
持
ち
だ
け
が
、
頭
の
中
で

た
え
ず
渦
巻
い
て
い
た
。
最
初
父
が
た
っ

こ。t
 

「
正
明
か
、
征
っ
て
お
い
で
。
家
の
事
は
何

も
心
配
い
ら
な
い
よ
。
立
派
に
戦
っ
て
お
い

で
。
成
功
を
祈
る
。
決
し
て
見
苦
し
い
こ
と

の
な
い
よ
う
に

．．．
．．．
 
」
と
言
っ
た
父
に

「お
父
さ
ん
で
す
か
。
何
も
思
い
残
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
満
足
で
す
」
と
答
え
た
と

云
う
。
次
に
代
わ
っ
て
た

っ
た
母
に
、
元
気

の
よ
い
声
で

「
お
母
さ
ん
で
す
か
。
こ
の
前
、

い
ろ
い
ろ

の
送
り
も
の
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
友

達
も
皆
大
喜
び
で
頂
き
ま
し
た
。
今
日
は
午

後

一
時
頃
国
分
に
着
き
ま
し
た
。
明
日
は
発

ち
ま
す
。
お
母
さ
ん
、
お
か
ら
だ
大
切
に
。

お
ば
あ
さ
ん
は
お
元
気
で
す
か
」
ち
ょ
う
ど

そ
の
時
、
祖
母
は
風
邪
気
味
で
寝
込
ん
で
い

ま
し
た
が
、
「
お
元
気
で
す
よ
」
と
答
え

「
正
ち
ゃ
ん
、
い
よ
い
よ
征
き
ま
す
か
。
元

気
で
行
っ
て
下
さ
い
。
明
日
何
時
に
発
ち
ま

す
か
」
と
申
し
ま
し
た
と
こ
ろ

「
時
間
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
。
荷
物
も
農
学
校

に
頼
ん
で
あ
り
ま
す
か
ら
受
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
」

「
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
す
ぐ
行
き
ま
す
」

「
来
ら
れ
て
も
面
会
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら、

飛
行
機
で
も
見
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え

た
と
い
う
。
心
急
く
ま
ま
祖
母
を
当
直
の
方

に
お
願
い
し
て
、
一
足
先
に
部
屋
に
は
い
っ

て
い
た
私
は
母
と
代
わ
っ
た
。

「正
ち
ゃ
ん
ね
。
元
気
で
お
行
き
な
さ
い
。

家
の
事
は
何
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
心
残
り

な
く
戦
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
有
り
難
う
。
姉
さ
ん
、
明
日
は
も
ち
ろ
ん

生
還
は
期
し
ま
せ
ん
。
義
人
兄
さ
ん
（
在
満

州
）
、
良
子
姉
さ
ん
（
青
島
）
も
遠
く
、
傍

に
居
る
の
は
姉
さ
ん
だ
け
で
す
。
万
一
の
と

き
は
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
を
頼
み
ま
す
よ
。
し
っ
か
り
後
を
頼
み
ま

す
よ
」

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
父
も
母
も
、
私
も
、

他
の
言
葉
を
忘
れ
た
も
の
の
よ
う
に
、
同
じ

言
葉
だ
け
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

当
直
の
人
に
手
を
引
か
れ
、
祖
母
も
や
っ
と
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辿
り
着
い
た
。
七
十
を
越
し
て
、
足
元
も
お

ば
つ
か
な
か
っ
た
祖
母
は
、
母
に
支
え
ら
れ

て
電
話
の
前
に
進
ん
だ
。
父
が
傍
ら
か
ら

「お
ば
あ
さ
ん
、
こ
れ
が
正
明
の
最
後
の
電

話
で
す
よ
。
よ
く
聞
い
て
お
き
な
さ
い
。
涙

声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
：・
・:」

と
言
っ
た
。

吾
と
吾
が
、
JLI
を
支
え
る
よ
う
に
、
祖
母
は
生

ま
れ
て
初
め
て
の
受
話
器
を
と
っ
た
。

「
正
ち
ゃ
ん
。
明
日
は
発
ち
ま
す
か
。
行
っ

て
お
い
で
。
そ
し
て
元
気
で
帰
っ
て
お
い

で
」
と
。
そ
し
て
後
は
「
ウ
ウ
…
…」

と
う

な
る
よ
う
な
声
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
答
え
た

弟
の
言
葉
を
私
は
知
ら
な
い
。
父
が
「
お
ば

あ
さ
ん
、
も
う
い
い
で
す
よ
」
と
代
わ
っ

こ
。

t
 七

十
有
余
年
昔
風
に
育
ち、

ti

陛
下
へ
の

忠
義
“
と
い
う
事
を
無
上
の
光
栄
と
信
じ
込

ん
で
き
た
祖
母
は
、
い
つ
か
は
征
か
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
私
た
ち
か
ら
聞

か
さ
れ
、
覚
悟
は
で
き
て
い
た
筈
、
そ
し
い

よ
い
よ
明
日
発
つ
と
い
う
今
、
精

一
杯
励
ま

し
て
は
み
た
も
の
の
、
廿
余
年
育
ん
だ
、
断

ち
難
い
孫
へ
の
愛
情
は
、
叶
わ
ぬ
望
み
と
知

り
な
が
ら
「
元
気
で
帰
っ
て
お
い
で
」
の

一

語
に
万
感
を
託
し
た
。
年
老
い
た
祖
母
の
こ

と
ば
を
ど
う
し
て
女
々
し
い
と
い
え
よ
う
。

「そ
れ
で
こ
そ
お
ば
あ
さ
ん
で
す
」
と
、
か

え
っ
て
そ
の
心
を
労
わ
っ
て
あ
げ
た
い
様
な

気
持
ち
に
お
そ
わ
れ
た
。

そ
の
祖
母
も
逝
っ
た
。
孫
た
ち
を
心
底
か

ら
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
祖
母
だ

っ
た
。
当
時

私
は
生
後
四
カ
月
近
く
の
長
女
を
抱
い
て
い

こ
。

t
 昭

和
十
五
年
一
月
一
日
中
支
通
城
の
戦
野

ち

さ

と

に
、
頭
部
貫
通
で
兄
（
智
三
人
）
を
失
っ
た

私
達
は
、
生
ま
れ
た
子
に
兄
の

一
字

「智」

を
も
ら
い
「
ト
モ
子
」
と
名
付
け
て
、
そ
れ

を
弟
に
便
り
し
た
時
「
何
で
僕
の
名
を
と
ら

な
か

っ
た
。
正
子
と
で
も
、
明
子
と
で
も
」

と
返
事
を
よ
こ
し
た
。
生
ま
れ
て
一
度
も
見

た
こ
と
の
な
い
叔
父
さ
ん
に
こ
の
声
を
聞
か

し
て
や
り
た
い
と
「
正
ち
ゃ
ん
。
智
子
も
連

れ
て
き
ま
す
よ
」

「そ
う
、
智
子
の
声
を
聞
か
し
て
ほ
し
い

な」「だ
っ
て
よ
く
眠
っ

て
い
る
ん
で
す
も
の
」

「何
だ
。
鼻
で
も
な
ん
で
も
つ
ま
み
上
げ
て

ご
ら
ん
よ
J

「あ
！
そ
う
ね
」

あ
わ
て
て
、
母
に
智
子
の
鼻
を
つ
ま
み
上

げ
て
も
ら
っ
た
。
無
心
に
眠
っ
て
い
た
児
は

ワ
ッ
を
泣
き
声
を
あ
げ
た
。
そ
れ
を
電
話
近

く
寄
せ
る
と
、

「
オ
ウ
、
元
気
な
子
だ
な
ア
ハ
ハ
：
・
・:
」
と

何
の
屈
託
も
な
さ
そ
う
に
笑
っ
た
。
こ
の
笑

い
声
が
今
も
耳
底
深
く
残
っ
て
、
折
に
ふ
れ

私
を
涙
ぐ
ま
せ
る
。

落
ち
着
い
た
声
だ
っ
た
。
静
か
な
声
だ
っ

た
。
明
日
出
撃
し
南
海
の
空
に
散
る
と
も
思

え
ぬ
明
る
い
声
だ
っ
た
。
こ
れ
が
本
当
に
弟

だ
ろ
う
か
。
二

つ
違
い
で
い
つ
も
仲
良
く
し

た
り
、
け
ん
か
し
た
り
し
て
い
た
弟
だ
ろ
う

か
。
面
白
い
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
周
囲
の
人

達
を
抱
腹
絶
倒
さ
せ
て
い
た
弟
だ
ろ
う
か
。

皇
国
の
御
楯
と
し
て
何
時
の
間
に
こ
ん
な

に
も
退
し
く
、
立
派
に
成
長
し
て
く
れ
た
の

だ
ろ
う
。
も
は
や
私
達
の
手
の
届
か
な
い
処

の
境
地
に
達
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
国
を
護

り
、
国
の
御
楯
と
し
て
立
つ
人
達
は
、

こ
の

若
さ
で
こ
ん
な
に
も
達
観
で
き
る
も
の
か
。

あ
れ
が
朝
夕
身
近
か
く
起
き
伏
し
し
て
い
た

弟
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
心
の
中
で
こ

こ
二
、
一二
年
、
私
達
の
知
ら
ぬ
間
に
、
こ
ん

な
に
も
立
派
に
育
っ
て
く
れ
た
弟
に
、

何
か

近
寄
り
難
い
気
持
ち
さ
え
抱
か
さ
れ
た
。

弟
の
声
で
あ
り
な
が
ら
、
既
に
弟
で
は
な

か
っ
た
。
国
を
愛
し
、
皇
国
の
不
滅
を
信
じ

て
立

つ
人
達
、
す
べ
て
の
心
を
併
せ
た
声

だ

っ
た
。
人
間
界
を
遠
く
離
れ
た
神
の
声

だ
っ
た
。
そ
の
声
の
明
る
さ
が
、
か
え

っ
て

私
達
を
力
づ
け
て
く
れ
た
の
か
も
知
れ
な

‘,0 ヽ

「そ
れ
で
は
お
父
さ
ん
、
大
分
長
く
な
り
ま

し
た
か
ら
、
こ
れ
で
お
別
れ
い
た
し
ま
し
ょ

お
父
さ
ん
も
、

う」「
で
は
、

行
く
よ
」

そ
れ
で
電
話
は
き
れ
た
。
静
ま
り
帰
っ
た

部
屋
に
、
シ
ー
ン
と
し
た

一
瞬
の
沈
黙
。

（以
下
略
）

お
母
さ
ん
も
す
ぐ

我
が
会
が
公
益
法
人
と
し
て
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
従
来
に
も
増
し
て

活
発
に
行
は
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

一
言
に
慰
霊
顕
彰
と
申
し

ま
す
が
、
生
き
残
っ
た
者
が
集

っ
て
慰

霊
祭
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
は
年
寄
り

の
自
己
満
足
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
特
攻
隊

で
戦
死
し
た
人
達
の
精
神
を
語
り
伝
え

る
こ
と
が
肝
要
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
慰

霊
の
最
大
な
も
の
と
信
じ
ま
す
。

金
石
に
刻
し
て
建
て
ヽ
お
く
こ
と
は

我
々
が
死
ん
だ
後
も
後
世
に
語
り
伝
え

る
有
力
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
意
味
で
前
号
か
ら
南
九
州
に

あ
る
航
空
碑
を
特
集
と
し
て
紹
介
し
て

参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
殆
ん
ど
が
特

攻
碑
で
し
て
、

平
成
二
年
に
出
し
た

「
特
別
攻
撃
隊
」
に
掲
載
済
の
も
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大
部
が
地
元
の

人
が
建
て
池
元
の
市
町
村
が
主
催
し
て

毎
年
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特

筆
大
書
に
価
す
る
と
思
い
、
こ
こ
に
重

ね
て
紹
介
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
航

空
以
外
の
特
攻
碑
で
地
元
市
町
村
が
護

持
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

特
攻
碑
の
紹
介
に
つ
い
て
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昭
和
十
九
年
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
は
と
み
に
悪

化
し
、
す
で
に
決
定
的
段
階
を
迎
え
ん
と
し
て
い

た
。
こ
こ
加
世
田
市
吹
上
浜
の
地
に
、
戦
勢
転
換
の

神
機
を
期
す
べ
く
地
元
民
学
徒
ら
軍
民

一
致
の
協
力

に
よ
っ
て
、
本
土
防
衛
沖
縄
決
戦
の
基
地
万
世
飛
行

場
が
建
設
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
八
日
よ
り
終
戦
に
至
る
ま

で
、
陸
軍
特
別
攻
撃
隊
振
武
隊
の
諸
隊
、
飛
行
第
六

十
六
戦
隊
、
飛
行
第
五
十
五
戦
隊
の
若
き
勇
士
達
は

祖
国
護
持
の
礎
た
ら
ん
と
、
こ
の
地
よ
り
雲
表
の
彼

方
へ
と
飛
立
っ
た
。
一

機
ま
た
一
機
と
。
征
き
て
帰

ら
ざ
る
者
あ
ま
た
。
或
は
空
中
に
散
華
。
或
は
自

爆
。
壮
烈
に
し
て
非
絶
。
そ
の
殉
国
の
至
誠
は
鬼
神

も
こ
れ
に
哭
す
る
で
あ
ら
う
。

終
戦
以
来
幾
星
霜
、
こ
こ
に
祖
国
は
そ
の
輝
か
し

き
復
興
を
と
げ
た
。
わ
れ
わ
れ
生
き
残
り
た
る
も
の

と
心
あ
る
人
々
は
、
英
霊
の
魂
睫
を
鎮
め
、
そ
の
偉

勲
を
讃
え
ん
が
為
に
、
こ
こ
に
こ
れ
を
建
立
す
る

昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
九
日

万世特攻碑
完＃．伍

、i.り？＇；勢.:・ 
・" ,足d1囁ー立(iー＇

”̀- •ー l1つ・ ： 

、・` み

:... ~ 
. 腎`

こ
の
碑
に
は
万
世
を
出
撃

戦
死
し
た
特
攻
振
武
隊
隊
員

―
二
0
柱
の
氏
名
が
出
撃
日

の
順
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

部
隊
名
は
第
6
2
、
6
3
、

糾、

66
、
7
2
、
7
4
、

75
、

102
、
104
、
141
、
432
、
433
の
各

振
武
隊
で
、
出
撃
日
は
2
0
年

4
月

3
、
6
、

7
、
1
2
、

16、

28
日、

5
月
2
、
4
、

25
、27、

28
日、

6
月
1
、

7
、
8、

11
、
1
9
日
と
な
っ

て
い
る
。

正面にあるのが加世田市平和祈念館
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9

奉
賛
会
松
山
賢
太
郎
会
長
の

追
悼
の
言
葉
の
一

節

”
ち
ぎ
れ
る
程
に
打
ち
振
ら
れ
る

旗
の
波
、

歓
呼
の
声
に
送
ら
れ

て
、
祖
国
存
亡
に
身
を
挺
し
、
住
み

慣
れ
た
故
郷
の
父
母
肉
親
と
の
惜

別
を
も
超
越
し
て
、
た
だ
ひ
た
す

ら
に

「祖
国
の
た
め
に
」
を

含
言

葉
に
、
若
き
純
心
な
使
命
感
と
ほ

ど
ば
し
る
音
春
の
情
熱
を
特
別
攻

撃
隊
と
い
う
世
界
の
戦
史
上
例
を

見
な
い
作
戦
に
か
た
む
け
、
愛
機

の
轟
音
と
と
も
に
こ
の
地
を
飛
び

立
っ
て
い
っ
た
み
な
様
方
の
御
心

境
を
思
？
と
き
、
悲
痛
た
だ
た
だ

断
腸
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

ま
た
基
地
で
の
任
務
達
成
中
武

運
っ
た
な
く
戦
死
な
さ
れ
た

方
々
、
あ
る
い
は
銃
後
の
責
務
を

果
さ
ん
と
、

困
苦
欠
乏
に
堪
え
飛

行
場
の
建
設
作
業
に
従
事
中
、
不

幸
に
し
て
殉
睛
な
さ
れ
た
方
々
の

,9
4

`
珈
ふ

裏
•14 

飛行場建設工事殉職者をはじめとし特

攻作戦以外の戦死者を祀る慰霊碑

汗
に
ま
み
れ
た
あ
り
し
日
の
お
姿

を
偲
ひ
、
哀
悼
の
涙
を
新
に
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
II

”…
…
し
か
し
、
我
が
国
で
は
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
へ
の
交
代
が

戦
争
体
験
の
風
化
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
り
、
戦
争
が
ま
る
で
他
人
ご

と
の
よ
う
に
平
和
を
謳
歌
し
て
い

る
今
で
こ
そ
、
私
た
ち
は
過
去
の

貴
重
な
体
験
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄

の
礎
が
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
崇

高
な
犠
牲
に
よ
っ
て
培
は
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
尊

い
生
命
を
祖
国
の
た
め
捧
げ
ら
れ

た
み
な
様
方
の
心
情
を
正
し
く
後

世
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、
残
さ
れ

た
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、
散
華

さ
れ
た
み
な
さ
ま
方
の
御
遺
徳
に

応
え
る
た
だ

―
つ
の
道
で
あ
る
と

新
な
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

9 エ
に41・、ム

,. 
..-炉• 々·

‘‘ 、午t1勺ヤと

かつて滑走路のあった一帯は広々とした公園になっている

雰
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前
頁
奉
賛
会
長
追
悼
の
言
葉

の
続
き

”…
…
そ
の

一
助
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
ゆ
か
り
の
深
い
こ
の
地
に

万
世
特
攻
遺
品
館
を
建
立
す
べ

く
、
奉
賛
会
と
い
た
し
ま
し
て

も、

今
日
ま
で
全
国
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
永
年
の
悲
願
が
、
加
世
田
市
当

局
の
絶
大
な
御
支
援
を
い
た
だ

き
、
本
日

「加
世
田
市
平
和
祈
念

館
」
と
し
て
み
な
さ
ま
方
の
最
後

の
地
と
な

っ
た
こ
の
地
に
、
立
派

に
完
成
し
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
こ

に
謹
ん
で
報
告
申
上
げ
ま
す
“

＇ 一
'，加世田市平和析念館 ~''

□／い
‘``，，．」•-，ふ

•K,t. 

辞
亡
の
勺

」

，

＼
八

？そ／ロ
必
投
畝

ヽ

、ずゞ
ぶ“危
t籟

，

ヽ

柔‘-‘

．
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64振武隊岸田盛夫伍長の血書と遺書

館
内
展
示
資
料
の

一
端

加
世
田
駅
前
の
坂
下
写
真
館
主

坂
下
重
雄
氏

（
故
人
）

が
梅
村
要

二
伍
長
の
父
興

一
郎
氏
に
出
し
た

五
月
二
十

＿
日
付
け
の
手
紙

御
葉
書
拝
見
致
し
ま
し
た
。
有

難
い
や
ら
勿
体
な
さ
で
只
胸
中
熱

い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
何
と
も
申

述
べ
よ
う
が
御
座
い
ま
せ
ん
。
大

東
亜
建
設
世
界
平
和
の
為
、
敢
然

笑
っ
て
死
地
に
お
も
む
か
れ
た
御
令

息
要
二
様
の
霊
に
対
し
合
掌
致
し
、

御
冥
福
を
お
祈
り
致
す
ば
か
り
で
御

座
い
ま
す
。

忘
れ
も
致
し
ま
せ
ん
、
去
る
四
月

十
一

日
午
後
四
時
頃
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
御
令
息
他
六
人
の
勇
し
い
飛

行
服
姿
で

「
オ
イ
冥
土
の
土
産
に
写

真
写
し
て
行
こ
う
か
ね
」
と
仰
し
や

っ
て
、
如
何
に
も
お
元
気
な
お
声
で

小
生
宅
の
玄
関
に
お
見
え
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
ろ
よ
く
二
階
写
真

室
に
御
案
内
申
上
げ
ま
し
た
処
、
初

め
て
小
野
田
様
を
お
写
し
申
上
げ
ま

し
た
。
そ
の
と
き
梅
村
様
が

「オ
ジ

サ
ン
し
っ
か
り
写
し
て
下
さ
い
ね
、

そ
れ
か
ら
僕
の
分
は
葬
式
用
の
伸
写

真
迄

一
枚
是
非
頼
み
ま
す
。
そ
し
て

う
ち
迄
送
っ
て
下
さ
い
」
と
は
っ
き

り
仰
し
ゃ
い
ま
し
た
。
小
生
は
黒
い

布
を
か
ぶ
り
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
な
が

ら
涙
が
こ
み
上
げ
て
仕
方
が
な
か
っ

た
事
を
今
で
も
ハ

ッ
キ
リ
覚
え
て
お

り
ま
す
。
私
も

0
0隊
の
お
方
は
は

ん
の
最
初
か
ら
写
し
ま
す
が
、
相
当

沢
山
写
し
て
上
げ
ま
し
た
が
葬
式
用

の
写
真
ま
で
と
仰
し
ゃ

っ
た
お
方

は
、
お
宅
の
要
二
様
お
一
人
で
御
座

い
ま
す
。
あ
の
時
余
程
確
い
決
心
で

何
ら
心
お
き
な
く
御
立
ち
に
な
っ
た

御
事
と
存
じ
ま
す
。

（

以
下
略
）
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散 の めて飛地と三 総機に三軍戦雑
背 高 つ 飛 花た困行にし個海攻かち月に争木平

日 の永千た行も青難場移て飛軍撃主な米よ末林和
向君久穂が隊知少なの駐編行芙がとみ軍り期にと
のはにの遂長り、年任夜し成隊蓉駆し菊が航本囲文
国南安峰に川すた務問たさを部打て水沖空 土 ま化
なにかを敗畑同ちを銃 ゜れ結隊さ 九作縄基決れの
か消 れ 護 戦 小 胞は淋爆菊三集はれ州戦に地戦た光
山え 山 り を 底 沖戦行撃水月し戦た各と迫とに畑輝
路て影て迎他縄いし制攻末静闘 ゜地呼りし備やく

9しけ若あ散え のかた圧撃 鹿岡八 にば‘てえ牧岩
わきか

八りた 救 つ ° ‘の屋県 0 展れこ整る草 川
し妻ししの ＋ 援激 予 攻嵐に藤四 開ての備べ地台

吾で余にし 備 撃の進枝・ し‘迎さくで地
子ぁ名出い学隊中出に八 て 陸撃れこあは
るの撃訓生のに‘ぉ—
。英し練 ‘誘あ次い ―

＝ 十海はたのつ 三
五航楠 ゜台た 十

魂たを予導 つ いて ・ 回 空 公昭地が余
が °重科等てで夜九 に全湊和は‘年
南 ね 練き艦 岩襲〇 わ力川二 日太前
海 青をわ船 川 部 ー た 三 決十本平ま
に 春含め・基隊の り千 戦年 海 洋で

芙

蓉

．
之

塔

碑

文

鹿
屋
護
国
神
社
に
あ
る

飛
行
第
九
十
八
戦
隊
戦
没
者
之
霊

←しヽ．
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宮崎特攻基地慰霊碑

、 •- i.,. " -. __  : 
＼ ]宮崎特攻基地慰霊碍

｀ 
元赤江飛行場

航空隊西門

こ
の
地
は
「
旧
海
軍
赤
江
飛
行
場
宮
崎
海
軍
航
空
隊
跡

地
」
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
に
い
た
る
ま
で
日
本

防
衛
の
南
九
州
最
大
の
航
空
基
地
と
し
て
陸
海
軍
共
同
作

戦
を
含
む
数
多
く
の
戦
闘
作
戦
に
特
別
攻
撃
隊
及
び
雷
撃

隊
出
撃
の
基
地
と
な
っ
て
大
東
亜
戦
の
戦
史
に
残
る
偉
跡

の

地

で

あ

る

。

私

共

現
在
平
和
と
繁
栄
の
生
活
を
享
受
し
て
お
り
ま
す
。
然

し
こ
の
平
和
と
繁
栄
の
陰
に
は
大
戦
中
に
お
け
る
数
多
く

の
国
民
の
犠
牲
と
数
百
万
の
戦
死
戦
没
戦
傷
病
者
、
多
数

国
民
の
困
苦
欠
乏
の
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
な
か
で
も
特
に
祖
国
の
悠
久
の
平
和
と
最
後
の
勝
利

を
信
じ
て
、
＂
祖
国
の
た
め
に

11

を
合
言
葉
に
南
海
の
空

で
散
っ
た
陸
海
軍
特
別
攻
撃
隊
員
た
ち
の
崇
高
な
る
精
神

と
遺
徳
は
水
く
後
世
に
伝
承
し
た
い
。

赤
江
飛
行
場
は
昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
付
で
海
軍
航

空
隊
の
練
習
基
地
と
し
て
開
隊
、
昭
和
十
九
年
七
月
赤
江

基
地
は
練
習
基
地
か
ら
第

一
線
の
作
戦
基
地
へ
の
編
成
方

針
が
打
ち
出
さ
れ
正
式
に
作
戦
基
地
と
し
て
開
隊
し
た
の

は、

昭
和
十
九
年
十
月
十
日
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
十
月
十
二
日
台
湾
沖
航
空
戦
に
突
入
し

た
。
当
日
赤
江
基
地
に
展
開
し
て
い
た
陸
海
軍
機
の
攻
撃

隊
及
ひ
酋
撃
隊
の
出
撃
と
な
っ
た
。
赤
江
基
地
を
主
軸
と

し
て
発
進
又
は
中
継
基
地
と
し
て
作
戦
に
参
加
し
た
海
軍

機
は
、
二
式
陸
上
攻
撃
機
」
を
は
じ
め
三
四
四
機
、
陸

軍
機
は
飛
龍
等
二

0
0機
、
総
機
数
五
四
四
機
で
あ
る
。

こ
の
作
戦
に
よ
る
戦
死
者
数
は
海
軍
六
三
五
名
、
陸
軍
八

0
名
で
あ
る
。

碑

文

戦
局
は
こ
の
作
戦
終
結
と
と
も
に
勝
機
が
空
し
く
去
っ

た
。

一
死
こ
れ
が
戦
局
の
好
転
を
も
た
ら
す
と
は
思
は
な

い
。
徒
死
を
待
つ
よ
り
大
空
に
散
る
を
潔
よ
し
と
す
る
特

別
攻
撃
隊
に
す
べ
て
を
托
し
国
に
報
ゆ
る
信
念
に
燃
え
る

陸
海
の
若
鷲
は
愛
機
と
と
も
に
敵
空
母
に
体
当
り
攻
撃
を

敢
行
し
た
。
そ
れ
は
総
力
を
あ
げ
て
比
島
レ
イ
テ
湾
に
突

入
す
る
帝
国
連
合
艦
隊
に
悲
運
の
翼
な
き
第

一
航
空
艦
隊

送
る
最
後
の
は
な
む
け
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
五
日
第

一
神
風
特
別
攻
撃
隊
敷

島
隊
の
第
一
陣
で
あ
る
。
海
軍
に
お
け
る
神
風
特
別
攻
撃

隊
と
し
て
出
撃
し
た
特
攻
隊
員
は
布
告
第
五
十
九
号
を
始

め
布
告
第
二
五
九
号
を
最
後
に
―

-、
五

0
七
名
に
な
る
。

陸
軍
に
お
け
る
特
別
攻
撃
隊
と
し
て
出
撃
し
た
特
攻
隊
員

は

一
、
三
九
二
名
に
な
る
。
特
別
攻
撃
隊
の
隊
員
の
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
赤
江
基
地
を
飛
び
た
ち
直
接
攻
撃
に
参
加
し

た
も
の
、
或
い
は
中
継
基
地
と
し
て
比
島
、
台
湾
、
沖
縄

で
特
攻
作
戦
に
参
加
し
、
我
が
身
命
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ

り
愛
す
る
肉
身
や
懐
し
い
故
郷
そ
し
て
祖
国
を
救
い
得
る

な
ら
ば
の

一
念
に
燃
え
未
曽
有
の
国
難
に
散
華
し
た
特
別

攻
撃
隊
員
若
鷲
の
最
後
の
地
で
あ
る
。

昭
和
―
-＋
年
＿―-月
十
八
日
宮
崎
初
空
襲
で
あ
る
。
米
艦

載
機
に
よ
る
銃
撃
は
午
前
五
時
四
十
八
分
夜
戦

一
機
の
銃

撃
に
始
ま
り
午
前
八
時
ま
で
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
延
五
四

0

機
、
正
午
よ
り
午
後
四
時
四
十
分
ま
で
延
二
0
0機
、
こ

れ
を
反
撃
し
た
の
が
、
第
七
ニ

―
航
空
隊
の
戦
闘
三
〇

六
‘
-
―

10七
両
飛
行
隊
の

「零
戦
」
九

0
機
で
あ
る
。

こ
の
初
空
襲
以
後
の
宮
崎
空
製
に
お
け
る
民
間
人
の
人

的
被
害
は
死
亡

―
二
三
名
、
負
傷
者
一
七
六
名
で
あ
る
。

今
大
東
亜
戦
争
に
お
い
て
、
有
能
な
人
材
を
失
っ
た
戦

、
。

¥

争
の
責
任
は
大
き
し



/'15) 

合
祀
部
隊
名
（
宮
崎
基
地
関
係
）

第
三
四

一
航
空
隊

402
飛
行
隊

第
七
六
二
航
空
隊

406、
405
、
501、
262
飛
行
隊

第
六

0
一
航
空
隊

第
七
ー
ニ
航
空
隊

708
、
306
、
307
、
711
飛
行
隊

飛
行
第
七
戦
隊
（
陸
軍
）

飛
行
第
九
八
戦
隊
（
陸
軍
）

第
――
西
三
航
空
隊

401飛
行
隊

第
八
〇
一
航
空
隊

．703
飛
行
隊

第
七

0
一
航
空
隊

103
、
106
飛
行
隊

一

海

軍

一

等

飛

行

兵

曹

伊

東

勲

何
も
書
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
只
御
両
親

様
及
久
美
子
の
健
在
を
祈
る
の
み
、
勲
は
決

し
て
人
に
お
く
れ
は
と
り
ま
せ
ん
。
潔
よ
く

散
る
の
み
で
す
。
目
標
は
正
規
空
母
で
す
。

十
日
位
し
た
ら
徳
烏
海
軍
航
空
隊
第
十
四
分

隊
五
班
上
野
功
君
に
便
り
し
て
下
さ
い
。
写

真
は
受
取
っ
た
と
泣
か
ず
に
は
め
て
下
さ

い
。
幸
多
か
れ
と
祈
る
な
り
。
親
戚
の
偕
様

ヘ
宜
敷
く

宮
崎
航
空
基
地
に
て
六
時
三
十
分
終
了

御
両
親
様
孝
蓑
頼
む
ぞ
久
美
子
安
よ
頑

張
れ

（神
風
特
攻
第
六
菊
水
隊

二
十
歳
）

嘩下町や

（遺
詠
）

身
は
た
と
え
嵐
の
叫
ぶ
南
と

雲
染
む
屍
と
散
り
ぬ
と
も

咲
く
勲
の
香
り
止
め
て

伊
東
勲
（
＋
九
歳
）

み
ん
な
み
の
の
雲
染
む
果
に

一
散
ら
ん
と
も

-
一

く
に
の
野
花
と
わ
れ
は
咲

＂、9｛
き
た
し高

崎
文
雄
（
十
九
歳
）

（
回
想
）

特
攻
兵
の
望
の
花
の
技
持
ち

て
駆
け
つ
け
来
れ
ば
機
は
飛

び
立
ち
ぬ

旧
航
空
隊
勤
務

い
く
子（遺

詠
）

空
ゆ
か
で
雲
染
む
屍
大
君
の

醜
の
御
楯
と
我
勇
み
征
く

海

軍

少

尉

岡

133保
治

若
鷲
は
み
な
み
の
空
に

飛
び
翔
ち
て

婦
る
寝
ぐ
ら
は
靖
国
の
宮

加
井
一

＿
飛
曹

安
田

．戸竺毛屯干

南国の光を浴びて華やかな宮崎空港旅客

ターミナルの向って左の方に貨物ター ミナルが

ある。そのまた先の道が行き止りになっている

処にこの碑があるが乗降客は知る由もない。

／
若
桜
の
常
の
ま
ま
献
身
無
私
の
先
輩
同
期
そ
し
て
後
輩

の
崇
高
な
精
神
を
今
再
び
結
び
合
い
白
砂
青
松
の
海
岸

線
、
無
限
に
広
が
る
紺
碧
の
赤
江
灘
と
青
い
空
は
今
も
な

お
美
し
い
姿
を
留
め
て
い
る
こ
の
地
に
無
量
の
感
を
も
っ

て
当
時
を
偲
び
我
々
同
志
合
集
い
宮
崎
県
民
及
び
全
国
の

有
志
の
浄
財
に
よ
っ
て
碑
を
建
立
し
愛
国
の
赤
誠
に
殉
じ

た
友
た
ち
、
宮
崎
大
空
襲
に
お
け
る
民
間
犠
牲
者
の
鎮
魂

と
世
界
恒
久
の
平
和
と
旅
す
る
者
の
空
の
安
全
の
祈
り
を

こ
め
て
民
間
航
空
の
殉
職
者
の
霊
を
合
祀
し
忘
れ
去
ら
ん

と
す
る
先
人
の
偉
業
を
顕
彰
し
永
く
後
世
に
伝
え
希
う
た

め
ゆ
か
り
の
こ
の
地
に
碑
を
建
立
し
碑
名
を

「鎮
魂
之

碑
」
と
銘
記
し
こ
こ
に
碑
を
捧
ぐ

昭
和
五
十
八
年
三
月
吉
日

宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
碑
建
立
期
成
同
盟
会

一
同
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こ
の
地
は
か
つ
て
陸
軍
挺
進
部
隊
の
基
地
の
あ
っ
た
処

で
、
戦
後
建
立
さ
れ
た
護
国
神
社
に
は
、
同
町
出
身
の
戦

死
者
だ
け
で
な
く
陸
軍
挺
進
部
隊
一
万
有
余
の
英
霊
も
合

祀
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
11
月
23
日
に
は
町
長
が
祭
主
と

な
っ
て
例
大
祭
が
行
は
れ
、
挺
進
部
隊
の
戦
友
も
全
国
か

ら
参
加
し
て
い
る
。

宮
崎
県
児
湯
郡
川
南
町

川
南
護
国
神
社
例
祭

朝
日
に
映
ゆ
る
日
向
灘
翠
密
清
し
尾
鈴
山

降
臨
給
い
し
神
々
の
歩
み
し
跡
を
し
た
い
つ
つ

真

白

き

バ

ラ

の

花

模

様

あ

あ

神

兵

は

天

下

る

夏
草
繁
げ
る
磨
瀬
原
銃
声
響
く
桃
源
郷

大
詔
拝
す
南
進
の
城
声
揚
が
り
腕
を
撫
す

称
う
挺
進
殉
国
は
こ
れ
ぞ
我
等
が
合
言
葉

マ
ラ
ッ
カ
の
海
雲
晴
れ
て
赤
道
を
越
す
大
編
隊

忽

ち

降

す

パ

レ

ン

バ

ン

白

人

摂

取

の

大

牙

城
註
ー

天
覧
賜
う
宇
都
宮
下
野
の
空
に
五
百
余
の

花
は
開
け
ど
唯

一
っ君

が
御
馬
前
に
流
れ
散
る

戦
局
や
が
て
傾
き
て
ひ
た
オ
ら
練
武
の
二
年
半

憾
み
は
深
し
小
丸
川
古
き
碑
語
る
あ
り
予

レ
イ
テ
は
伝
う
天
王
山

高
千
穂
の
名
負
う
二
千
の
士

註
3

大
展
は
既
に
傾
き
て
一
腎
支
う
る
術
も
な
し

翼
失
い
し
滑
空
隊
我
遅
れ
じ
と
馳
せ
向
う

恨
は
尽
き
ず
雲
竜
や
屍
を
晒
す
ル
ソ
ン
の
野

我

が

空

挺

の

由

来

記

の

悼

尾

を

飾

る

特

攻

隊

序

後
に
続
く
を
信
ず
る
と
遺
し
て
征
き
し
義
烈
の
士

こ疇・頁`

ー
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捧

――

虹
祭

戦
友
の
捧
げ
た
歌

茫
紐
遥
か
半
世
紀
あ
あ
喜
i

に
花
負
い
し

蒼
弯
よ
り
の
声
受
け
て識

し
て
捧
ぐ
亡
き
友
に

註
1

昭
和
1
7
年
7
月
2
2
日
宇
都
宮
飛
行
場
で
落
下
傘
降

下
を
伴
う
天
覧
演
習
が
行
は
れ
た
。
参
加
し
た
の
は
挺

進
団
司
令
部
と
挺
進
第
一
聯
隊
及
び
梃
進
飛
行
戦
隊

だ
っ
た
が
、
そ
の
際
松
浦
軍
曹
が
不
開
傘
で
殉
職
し
た
。

註
2
1
8
年
6
月
1
8
日
挺
進
第
四
聯
隊
の
演
習
部
隊
が
、

高
鍋
町
の
北
を
流
れ
て
い
る
小
丸
川
を
渡
渉
し
よ
う
と

し
て
押
流
さ
れ
伊
藤
中
尉
以
下
八
名
が
殉
職
し
た
。
表

に

「八
勇
士
殉
職
之
地
」
と
刻
み
、
裏
に

II

今
日
征
く

か
明
日
征
く
の
か
は
知
ら
ね
ど
も
今
日
の
務
に
我
は
励

ま
ん
II

と
い
う
歌
と
、
八
人
の
官
氏
名
を
彫
ん
だ
碑
が
、

小
丸
川
を
見
下
す
高
台
の
通
称
高
鍋
大
師
と
い
う
処
に

建
っ
て
い
る
。

註
3

高
千
穂
部
隊
と
呼
ば
れ
た
第
二
挺
進
団
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
出
て
行
っ
た
後
、
挺
進
集
団
司
令
部
と
滑
空
歩

兵
聯
隊
を
は
じ
め
と
し
滑
空
機
搭
乗
部
隊
が
フ
ィ
リ
ビ

ン
に
向
っ
た
。
そ
の
中
で
滑
空
歩
兵
第

一
聯
隊
主
力
、

挺
進
工
兵
隊
及
び
通
信
隊
の
各

一
個
中
隊
は
空
母
雲
竜

に
搭
乗
し
て
戦
場
に
急
い
だ
が
、

19
年
1
2
月
1
9
日
台
湾

沖
で
敵
潜
水
艦
に
沈
め
ら
れ
千
余
名
か
戦
死
し
た
。

註
4

義
列
~
空
挺
隊
は
沖
縄
の
読
谷
、
嘉
手
納
両
飛
行
場

を

一
時
的
で
も
制
圧
し
て
航
空
特
攻
の
成
果
を
挙
げ
る

為、

20年
5
月
27
日
に
行
は
れ
た
空
挺
特
攻
部
隊
で
あ

る
。
第
三
独
立
飛
行
隊
（
隊
長
諏
訪
部
大
尉
）
の
重
爆

―
二
機
に
塔
乗
し
た
奥
山
大
尉
指
揮
の
一

三
六
名
は
、

健
軍
飛
行
場
を
発
っ
て
沖
縄
に
向
っ
た
。
途
中
四
機
が

不
時
着
し
、
八
機
の
う
ち
何
機
か
は
目
的
地
に
着
陸
し

27
日
ま
で
飛
行
場
の
機
能
を
喪
失
さ
せ
た
。
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挺
進
各
部
隊
の
姿
を
象
徴
す
る

油
絵
一
七
点
を
川
南
町
に
寄
贈

町 絵部義制
の健 ． ―し に一隊烈上陸
絵軍 義 ・9、
は飛烈

寄七に空の軍
贈点な挺単の

当行 空

"＇--→已畔
ー：言拳う食― [麦い9蘭！』

た告II；麟疇lillilぷマ'̀↓石→、，ニ-'今会同的る区一

も げ
充 ～・・ネt ペーし-心- 理かにと分五

のる 豆箪を口玲ぉ -・ん‘ヽ三4 事ら表ーに個

芦• 吋し- . --玉辛酪輯珍~-逗翠翠心 岱閾贔― 蘊言腐

本
武
仁
画
伯
で
、

大
き
さ
は

20号
で
あ
る
。

川
南
町
で
は
資
料
館
が
出
来
る
ま
で
護
国
神
社
の
裏
に

あ
る
公
民
館
に
展
示
し
て
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
絵
の
う
ち
で
特
攻
隊
に
繋
る
も
の
二
点
を
こ
こ
に
紹
介

す
る
。

~.--,., ~·-' 、̂

翌どぷf.-凸` .. ．~-

高
千
穂
空
挺
部
隊
の
レ
イ
テ
降
下

手
前
は
対
空
砲
火
を
冒
し
て
プ
ラ
ウ
エ
ン
に
降
下
す
る

挺
進
第
三
聯
隊
長
以
下
。
遠
方
は
ド
ラ
グ
及
び
タ
ク
ロ
バ

ン
に
向
う
輸
送
機
、
そ
の
向
う
は
レ
イ
テ
湾
に
群
る
敵
の

艦
船
。
両
目
標
に
向
う
部
隊
は
た
と
え
降
着
に
成
功
し
て

も
友
軍
と
提
繋
で
き
る
見
込
は
初
め
か
ら
な
か
っ
た
。

0 4 

h,．～・・、4

・、-
、ヤ』•

これも奉納した絵のうちの一つで「陸軍挺進掠習部

の錬習員降下訓練Jと題するもの。この護国神社の西

方はど遠 くない処にかつて広大な降下場があった。

川
南
護
国
神
社
奉
賛
会
長
で
あ
る

黒
木
川
南
町
長
の
捧
げ
た
祭
文
の

一
節

II

か
つ
て
軍
隊
や
戦
地
で
生
死
を
か
け
て
苦
楽
を
共
に

さ
れ
た
戦
友
の
方
々
や
、

町
内
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
か

ら
多
数
の
方
々
が
は
る
ば
る
と
御
参
集
頂
き
、
ご
英
霊
に

追
悼
の
誠
を
捧
げ
在
り
し
日
の
ご
雄
姿
を
偲
び
な
が
ら
ご

遺
徳
を
讃
え
尽
き
ぬ
思
出
を
語
り
合
い
ま
す
こ
と
は
ま
こ

と
に
感
慨
一
入
で
あ
り
ま
す
“
”
又
今
年
は
全
日
本
空
挺

同
志
会
よ
り
落
下
傘
部
隊
関
係
の
豪
華
な
戦
記
絵
画
を
多

数
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
つ
づ
き
郷
土
出
身
の
ご
英
霊

ゆ
か
り
の
大
作
を
も
奉
納
さ
れ
る
由
承
つ
て
お
り
ま
す
。

何
と
ぞ
往
時
を
し
の
び
ご
照
覧
賜
り
ま
す
れ
ば
無
上
の
喜

と
致
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
II

； 

ll =： G) I 立三塁～一 rー-，-．節
, • -- ＇7" ～ざ•, ~• e—--~— ； ~ 
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第
三
話
の
反
響

平
成
六
年
正
月
に
茂
木
明
治
氏
（
海
兵
68

期
）
か
ら
頂
い
た
年
賀
状
に
、
特
攻
第
十
八

号
の

「特
攻
随
想
」
を
読
ん
で
、
以
前
に
藤

村
義
郎
氏

（
海
兵
55
期
、
終
戦
時
の
ス
イ
ス

駐
在
海
軍
武
官
）
か
ら
聞
い
た

「英
国
は
戦

闘
機
の
体
当
た
り
特
攻
を
も
っ
て
、
バ
ト
ル

・
オ
プ
・
プ
リ
テ
ン
（
一
九
四

0
年
）
に
お

け
る
ド
イ
ツ
の
大
空
襲
を
撃
退
し
た
」
と
い

う
話
の
真
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
書
い

て
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

旧
海
軍
軍
人
の
間
に
、

英
戦
闘
機
が
ド
イ
ツ
機
に
対
し
て
特
攻
攻
撃

を
敢
行
し
た
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
の

は
、
藤
村
氏
が
そ
の
情
報
源
だ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
た
。
平
成
四
年
に

他
界
さ
れ
た
藤
村
氏
は
、
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン

に
あ

っ
た
米
戦
略
局
欧
州
本
部
の
ア
レ
ン
・

ダ
レ
ス
部
長
と
と
も
に

「
ソ
連
参
戦
前
の
日

本
終
戦
工
作
」
を
図
り
、

何
度
も
東
京
に
請

訓
の
打
電
を
し
た
が
、
米
内
光
政
海
軍
大
臣

ら
が
米
国
の
謀
略
と
見
て
、
こ
れ
を
黙
殺
し

た
と
い
う
有
名
な
話
の
主
人
公
で
あ
る
。
戦

後
も
実
業
界
で
活
躍
さ
れ
た
藤
村
氏
は
、
旧

特
攻
随
想

（第
四
話
）

こ
の
ほ
か
「
特
攻
随

想
第
一二
話
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
数
人
の
読

者
か
ら
「
英
国
は
絶
対
に
特
攻
を
し
な
い
と

い
う
が
本
当
で
あ
ろ
う
か
」
と
か

「
イ
タ
リ

ヤ
や
イ
ギ
リ
ス
に
も
人
間
魚
雷
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
質
問
の
電
話
を
い
た

い
こ
ヽ
こ
。

t
し
ナ

決
死
と
必
死

評
議
員

上

坂

康

海
軍
軍
人
の
間
に
か
な

り
の
影
智
力
を
持
つ
人

物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

そ
の
電
話
の
際
に
も
話
題
に
な
っ
た
が
、

現
在
、
世
界
各
国
の
特
攻
的
兵
器
を
最
も
簡

明
に
解
説
し
て
い
る
の
は
、
英
国
人
リ

チ
ャ
ー
ド

・
オ
ネ
ー
ル
著
、
益
田
善
雄
訳
の

「特
別
攻
撃
隊
」
（
霞
出
版
社
刊
）
で
あ

る
。
本
年

一
月
十
六
日
、
私
は
こ
の
本
の
訳

者
・
益
田
善
雄
氏
（
海
兵
73
期
）
に
電
話
し

て
、
前
記
の
読
者
か
ら
の
質
問
に
つ
い
て
ご

意
見
を
お
伺
い
し
た
。

そ
の
際
、
同
氏
の
ご
好
意
で
同
書
か
ら
の

転
載
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
こ
こ
に

掲
げ
て
あ
る
英
海
軍
の
チ
ャ
リ
オ
ッ
ト
有
人

魚
雷
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
タ
リ
ヤ
の
マ
イ
ア

ル
有
人
魚
雷
（
元
祖
は
第

一
次
大
戦
中
か
ら

使
用
さ
れ
た
）
に
な
ら
っ
て

一
九
四
―

一年
こ

ろ
試
作
さ
れ
実
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
最
大
速
力
四
ノ
ット

（
七
•

四
k
m/

入
”多
.
i
l
i
A麦

t

鼻

4
4
1
1
1“

．．．
 
ぐ
．
，

•

3ゞ
ダ
ド
｀
い

9
し

9
'
1
,

英海軍のチャリオッ ト有人魚雷。頭部炸薬318kg。

時
）
、
安
全
潜
水
深
度
一

O
・七
m
、
航
続

距
離
――一
ノ
ッ
ト
で
―
-=
―-km
、
頭
部
炸
薬
三

一

八
k
g
の
魚
雷
を
、
二
重
の
ゴ
ム
製
潜
水
服
を

着
て
水
中
呼
吸
器
を
装
着
し
た
二
名
の
乗
員

が
操
縦
す
る
。
そ
れ
ら
の
乗
員
は
目
標
を
攻

撃
す
る
前
に
離
脱
し
帰
還
す
る
か
、
そ
れ
が

不
可
能
な
場
合
は
捕
虜
に
な
る
こ
と
に
な
っ

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
枢
軸
・

自
由
両

陣
営
と
も
、
各
種
の
特
殊
部
隊
が
活
躍
し

た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
特
攻
・
準

特
攻
の
部
隊
を
除
く
と
、
英
国
の
コ
マ
ン

ド
1
部
隊
、
米
国
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
、
ド

イ
ツ
や
ソ
連
の
強
襲
部
隊
、
そ
れ
に
日
本
の

挺
身
部
隊
（
女
子
挺
身
隊
を
除
く
。
）
な
と

が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
諸
国

も
、
決
死
の
覚
悟
を
必
要
と
す
る
危
険
な
作

戦
を
敢
行
し
た
が
、
こ
れ
ら
特
殊
部
隊
は
、

た
と
え
死
の
確
率
は
高
く
と
も
、
生
還
が
期

待
で
き
る
条
件
の
も
と
で
行
動
し
、
ま
た
生

還
の
意
志
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

生
還
の
方
途

て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

益
田
氏
が
翻
訳
し
分
け
し
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ヤ
や
イ
ギ
リ
ス

の
は

「有
人
魚
雷
」
で
あ
っ
て
、
体
当
た
り

玉
砕
す
る
真
の
特
攻
兵
器
、
日
本
の

「人
間

魚
雷
」
（
回
天
）
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
こ

の
著
者
オ
ネ
ー
ル
氏
は
、
日
本
の
を

「特
別

攻
撃
」
、
そ
の
他
の
国
の
を
「
準
特
別
攻

撃
」
と
区
別
し
て
お
ら
れ
る
が
、
私
は
日
本

の
を

「特
攻
兵
器
」、
欧
州
諸
国
の
を

「特

攻
的
兵
器
」
と
呼
称
し
た
い
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
断
固
た
る
勇
気
と
決
意
が
な
け
れ
ば

遂
行
で
き
る
作
戦
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
は

「
必
死
」
と

「
決
死
」
の
覚
悟
の
差
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
海
軍
の
伝
統
に
も
か
か
わ
ら

特
攻
を
命
じ
る
な

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
諸
国
の
特
攻
的

兵
器
を
用
い
た
作
戦
に
お
い
て
も
、
常
に
脱

出
•
生
還
の
方
途
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
は
至
極
当
然
の
道
理
で
あ
っ
て
、
日

本
海
軍
に
お
い
て
も
、
昭
和
一
九
（

一
九
四

四
）
年
ま
で
は
、
そ
の
原
則
か
貫
か
れ
て
い

た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
昭
和
八
年
に
横
尾
敬

義
海
軍
退
役
大
佐
（
海
兵
30期
）
が
人
閣
魚

雷
を
考
案
し
て
そ
の
採
用
を
進
言
し
た
が
、

海
軍
は
こ
れ
を
問
題
に
せ
ず
に
却
下
し
た
。

そ
れ
か
ら
十
年
後
の
昭
和
一
八
年
―
二
月
二

八
日
、
九
―
-
＿式
酸
素
魚
雷
を
用
い
る
人
間
魚

雷
の
構
想
を
仕
上
げ
た
黒
木
・
に
科
両
海
軍

士
官
か
上
京
し
て
、
そ
の
採
用
を
血
書
上
申

し
た
が
、
や
は
り
必
死
の
兵
器
で
あ
る
と
の

理
由
で
海
軍
省
は
許
可
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
局
の
悪
化
は
い
か
ん

と
も
し
が
た
く
、
つ
い
に
海
軍
は
昭
和

一
九

年
一二
月
に

「
O
六
兵
器
」
と
名
付
け
て
、
こ

の
人
間
魚
雷
の
採
用
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
れ

で
も
な
お
海
軍
は
、
試
作
に
あ
た
っ
て
脱
出

装
置
を
付
加
す
る
よ
う
条
件
を
付
し
た
。
結

局
、
そ
の
よ
う
な
装
置
を
施
す
こ
と
は
不
可

能
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
条
件
の

検
討
が
試
作
兵
器
完
成
の
七
月
ま
で
延
び
る

一
因
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

;f釦紐
エンジ/

綴 ら

人間魚雷回天ー型。頭部炸薬1.550kg。

ず
、
マ
リ
ア
ナ
が
陥
落
し
た
昭
和

一
九
年
の

半
ば
を
過
ぎ
る
と
「
も
は
や
体
当
た
り
消
去

攻
撃
の
ほ
か
は
な
い
」
と
い
う
建
言
が
、
館

山
海
軍
航
空
隊
司
令
の
岡
村
基
春
大
佐
や
軍

艦
千
代
田
艦
長
の
城
英
一
郎
大
佐
な
ど
か
ら

上
申
さ
れ
た
。

軍
需
省
航
空
兵
器
総
局
長
官
で
あ
っ
た
遠

藤
三
郎
陸
軍
中
将
の
回
想
に
よ
る
と
、
昭
和

一
九
年
六
月
二
七
日
、
同
中
将
は
前
記
の
岡

村
大
佐
の
意
見
具
申
を
、
軍
需
省
総
務
局
長

の
大
西
瀧
治
郎
海
軍
中
将
と
と
も
に
聞
い
た

そ
う
で
あ
る
。

そ
の
大
西
中
将
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
第
一

航
空
艦
隊
司
令
長
官
に
予
定
さ
れ
た
昭
和
一

九
年

一
0
月
五
日
に
軍
令
部
を
訪
ね
て
、
総

長
の
及
川
古
志
郎
大
将
、
次
長
の
伊
藤
整

一

中
将
、
第
一
部
長
の
中
沢
佑
少
将
と
会
談
し

た
際
「
も
は
や
必
死
体
当
た
り
戦
法
を
と
る

以
外
に
現
状
を
打
開
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

考
え
る
。
軍
令
部
の
了
解
を
求
め
る
た
め
に

参
上
し
た
」
と
言
っ
た
。

長
い
沈
黙
の
の
ち
、
及
川
総
長
は
「
大
西

君
、
大
本
営
も
了
解
し
ま
す
。
戦
死
者
に
対

す
る
処
遇
は
十
分
考
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し

大
西
君
、
は
っ
き
り
申
し
述
べ
て
お
く
が
、

決
し
て
命
令
は
し
て
く
れ
る
な
よ
」
と
言
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
西
中
将
は
「
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
事
後
の
こ
と
は
よ
ろ
し
く
願

い
ま
す
」
と
答
え
た
と
い
う
。（「
追
想
海
軍

中
将
中
沢
佑
」
に
よ
る
。
）

こ
の
軍
令
部
総
長
の
こ
と
は
は
、
最
後
の

日
本
海
軍
の
良
識
が
語
ら
せ
た
も
の
で
は
あ

ろ
う
が
、
当
時
の
第
一
線
の
戦
況
は
、
そ
ん

な
に
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

私
は
こ
の

「特
攻
随
想
第
一
話
」
に
お
い

て
、
日
本
は
や
が
て
特
攻
作
戦
の
で
き
な
い

国
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
予
言
し

た
。
日
本
で
は
「
特
攻
」
と
言
っ
て
も
な
ん

の
こ
と
か
す
ら
わ
か
ら
な
い
者
が
ふ
え
て
い

る
の
に
、
外
国
、
殊
に
米
英
で
は

「
日
本
の

特
攻
作
戦
」
に
関
す
る
研
究
熱
か
依
然
と
し

て
下
火
に
な
る
傾
向
に
な
い
。

私
の
知
る
限
り
、
英
国
に
お
い
て
は
現
在

で
も

「特
攻
的
兵
器
」
の
研
究
開
発
が
、
極

秘
裏
に
続
け
ら
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
む

ろ
ん
欧
米
と
も
コ
マ
ン
ド
ー
や
レ
ン
ジ
ャ
ー

な
ど
の
訓
練
は
盛
ん
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

世
の
中
で
も
危
険
を
か
え
り
み
ず
に
挺
身
す

る
冒
険
好
き
の
勇
土
が
あ
と
を
断
た
な
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
現
在
、
世
界
の

各
地
で
ひ
ん
発
す
る
ゲ
リ
ラ
戦
に
対
処
す
る

に
は
、
コ
マ
ン
ド
ー
や
レ
ン
ジ

ャ
ー
な
ど
の

訓
練
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
＜

ら
い
で
あ
る
。

現
在
の
自
衛
隊
も
、
世
界
各
国
の
「
特
攻

的
兵
器
」
を
研
究
す
べ
き
で
あ
る
と
私
は
信

し
て
い
る
。
い
か
に
平
和
日
本
の
自
衛
隊
員

で
あ
る
と
は
い
え
、
た
と
え
「
特
攻
作
戦
」

は
で
き
な
く
て
も
、

「準
特
攻
作
戦
」
ま
で

で
き
な
い
と
私
は
思
い
た
く
な
い
の
で
あ

る
。

（隊
友
会
東
京
都
支
部
連
合
会
副
会
長）

お
わ
り
に
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船
舶
特
幹
三
期
・
＠
四
一
戦
隊

「若
潮
の
塔
」

平
成
五
年
十

一
月
二
十
三
日
、
香
川
県
小

豆
島
の
八
幡
山
山
頂
に
鎮
座
在
し
ま
す
淵
崎

護
国
神
社
社
前
に
て

「若
潮
の
塔
」
建
立
二

十
周
年
慰
霊
大
祭
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

た
。
戦
争
末
期
に
小
豆
島
の
土
庄
町
（
当
時

は
淵
崎
村
）
に
陸
軍
船
舶
特
別
幹
部
候
補
生

隊
（
通
称
・
若
潮
部
隊
）
が
設
置
さ
れ
、
第

一
期
生
か
ら
第
四
期
生
ま
で
各
期
約
二
千
名

が
入
隊
し
、
陸
軍
船
舶
兵
と
し
て
の
基
礎
教

育
を
受
け
た
。

第
一
期
生
は
約
一
九

0
0
名
が
昭
和
十
九

年
四
月
に
入
隊
し
、
八
月
末
に
卒
業
後
、
そ

の
大
部
分
の
約
一
七
0
0
名
が
水
上
特
攻
隊

に
編
成
さ
れ
、
一
―
四

0
名
が
戦
死
し
た
。

[
人
数
は

「ル
ソ
ン
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）
．

陸
軍
水
上
特
攻
隊
の
最
期
」
儀
同
保
氏
著

（特
幹

一
期
生
・

◎
二
戦
隊
）
に
よ
る
]
明

治
初
期
に
軍
制
が
施
行
後
、
こ
れ
ほ
ど
の
戦

死
者
を
出
し
た

「期
」
は
、
陸
海
軍
を
通
じ

て
な
い
。

こ
の
特
攻
部
隊
を
海
上
梃
進
戦
隊
と
呼
ば

れ
、
隊
員
に
は
、
一
部
は
全
陸
軍
か
ら
選
抜

さ
れ
た
下
士
官
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
戦
隊

も
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
特
幹
一
期
生
で

あ
っ
た
。

一
人
の
隊
員
が
操
縦
す
る
◎
（
マ

ル
レ
）
と
い
う
秘
匿
名

を
持
つ
肉
薄
攻
撃
艇

（
ベ
ニ
ヤ
製
・
中
古
の

自
動
車
エ
ン
ジ
ン
搭

載
）
の
艇
尾
に
二
五
〇

k
g
の
燻
雷
を
取
付
け
て
敵
船
に
体
当
た
り
攻

撃
を
す
る
部
隊
で
あ
る
。

第
一
期
生
は
沖
縄
・
台
湾
・
比
島
に
送
ら

れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
特
攻
に
よ
る
戦
死

隊
員
は
少
な
く
、
そ
の
多
く
は
内
地
よ
り
南

方
向
け
に
輸
送
船
が
航
行
中
に
撃
沈
さ
れ
た

り
、
満
足
な
武
器
も
な
く
陸
上
戦
闘
に
よ
る

場
合
が
多
か
っ
た
。
戦
後
、
特
幹

一
期
よ
り

四
期
の
各
期
生
会
及
ぴ
関
係
者
は
「
若
潮

会
」
を
結
成
し
て
、
会
員
の
募
金
に
よ
っ
て

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
、
小
豆
島

の
富
丘
八
幡
神
社
境
内
に
「
若
潮
の
塔
」
を

建
立
し
た
。
塔
の
「
若
潮
魂
」
の
揮
塞
は
時

の
田
中
角
栄
首
相
で
あ
る
。
「
若
潮
会
」
で

は
五
年
毎
に
慰
霊
大
祭
を
行
な
っ
て
き
た
。

平
成
五
年
十
一
月
二
十
三
日
は
二
十

周
年
大
祭
で
あ
っ
た
。

本
年
の
大
祭
で
多
く
の
参
列
者
の

涙
を
誘
っ
た
の
は
遺
族
代
表
と
し
て

仙
台
市
よ
り
参
加
の
寺
嶋
弘
子
さ
ん

「
追
悼
の
こ
と
ば
」
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
次
に
掲
げ
る
。

渡
辺

慰
霊
大
祭
挙
行

功

元
特
幹
一
期
生
•
海
上
挺
進
第
十
八
戦
隊

故
片
桐
淳

一

妹

寺

嶋

弘
子
（宮
城
県
）

晩
秋
の
瀬
戸
内
を
渡
っ
て
、
昨
日
よ
う
や

く
小
豆
島
に
参
り
ま
し
た
。
一

度
は
必
ず
訪

ね
な
け
れ
ば
と
思
い
続
け
て
何
十
年
に
も
な

り
ま
し
た
。

兄
ち
ゃ
ん
！
あ
な
た
が
昭
和
十
九
年
十

一
月
の
最
後
の
葉
書
で

「け
い
さ
ん
は
決
戦

の
教
壇
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」
と
書
い
た

姉
“
け
い
11

と
「
ま
だ
お
っ
ば
い
を
飲
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
か
ら
か
っ
て
い
た

三
歳
の
妹
＂
康
子

11

と
三
人
で
や
っ
て
来
ま

し
た
。
あ
の
頃
、
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
私
が

せ
っ
せ
と
書
い
た
手
紙
の
あ
て
名
「
香
川
県

小
豆
郡
淵
崎
村
」
は
こ
の
島
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
タ
ベ
は
潮
の
香
り
に
ひ
た
り
な
が
ら
姉

若
潮
の
塔
建
立
二
十
周
年

慰
霊
祭
「
追
悼
の
こ
と
ば
」

妹
三
人
で
あ
な
た
を
偲
び
ま
し
た
。

そ
し
て
今
日
は
「
若
潮
の
塔
慰
霊
大
祭
」

に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
と
感
激
で
胸

い
っ
ば
い
で
す
。
私
た
ち
は

一
昨
年
の
春
ま

で
こ
の
よ
う
に
立
派
な
慰
霊
塔
を
建
て
て
い

た
だ
き
、
懇
ろ
に
お
祀
り
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を
全
く
存
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
ご
当
局
や
地
元
の
方
々
、
ご
無
事
だ

っ

た
戦
友
の
皆
様
が
二
十
年
も
前
か
ら
心
こ
め

て
慰
霊
し
て
下
さ
り
、
今
日
も
又
、
わ
ざ
わ

ざ
こ
参
集
下
さ
っ
て
追
悼
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

先
ほ
と
「
若
潮
の
塔
」
に
真
向
い
、
凛
々

し
い
「
特
幹
兵
の
像
」
に
相
対
し
、
遠
く
あ

り
し
日
の
あ
な
た
方
の
上
へ
と
思
い
を
め
ぐ

ら
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
祀
ら
れ
た
御
霊
は
千

四
百
余
柱
と
の
こ
と
。
一

ま
と
め
に
数
え
ら

れ
て
し
ま
う
千
四
百
人
余
。
し
か
し
、

一
人

ひ
と
り
異
な
っ
た
顔
と
名
前
を
持
つ
み
ん
な

生
身
の
人
間
だ
っ
た
と
思
う
と
き
、
あ
な
た

方
の
無
念
の
声
か
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ

え
て
来
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

そ
の
上
、
千
四
百
余
人
の
皆
さ
ん
に
連
な

る
祖
父
母
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
か
あ
る
こ
と

を
思
う
と
き
千
四
百
余
人
の
何
十
倍
も
の

方
々
の
嘆
き
や
悲
し
み
が
ひ
た
ひ
た
と
身
に

迫
る
の
を
覚
え
ま
す
。

わ
が
家
に
あ
な
た
の
戦
死
公
報
が
入
っ
た

の
は
昭
和
二
十
三
年
八
月
で
し
た
。
1
9
.
1
1

.
1
、
下
関
付
け
の
ス
タ
ン
プ
で
最
後
の
葉
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書
が
家
族
め
い
め
い

．に
届
い
て
か
ら
三
年

十
ヶ
月
も
後
の
事
で
し
た
。

「昭
和
十
九
年
十
一
月
十
二
日
、
十
一
隻

の
船
団
で
マ
ニ
ラ
に
向
け
て
航
行
中
僚
船
二

隻
が
被
雷
し
た
の
に
続
き
、
あ
な
た
の
乗
っ

た
辰
昭
丸
に
も
魚
雷
が
命
中
、
轟
沈
し
た
」

と
の
こ
と
。
四
年
間
、
武
運
強
か
れ
と
祈
り

待
ち
つ
づ
け
た
家
族
に
こ
う
し
た
最
後
の
状

況
が
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

空
の
お
骨
箱
を
受
け
取
り
、
形
ば
か
り
の

葬
儀
を
済
ま
せ
て
か
ら
両
親
の
苦
悩
の
日
々

は
は
し
ま
り
ま
し
た
。
父
は
会
社
づ
と
め
の

朝
夕
に
家
の
ま
わ
り
を
畠
に
し
、
荒
れ
地
を

借
り
て
開
墾
し
た
り
し
て
一
家
六
人
の
食
糧

の
自
給
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
母
は

病
弱
な
体
に
息
子
の
戦
死
は
と
れ
程
の
痛
手

だ
っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
と
に

「戦
争
は

日
本
の
敗
戦
で
終
結
し
た
こ
と
」
、

「息
子
は

ま
だ
兵
役
の
義
務
年
齢
で
も
な
い
の
に
自
ら

の
志
願
だ
っ
た
こ
と
」
、
「
何
の
た
め
の
死

た
っ
た
の
か
、
何
と
し
て
で
も
引
き
止
め
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
」
、
母
の
想
い
は

い
つ
も
自
分
を
責
め
る
こ
と
に
立
ち
返
っ
て

い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
兄
が
す
べ
て
を
託
し
た
次
男
で

あ
る
弟
か
昭
和
五
十
七
年
に
四
十
六
歳
で
病

死
し
た
と
き
、
母
の
悲
痛
は
頂
点
に
達
し
た

か
の
よ
う
で
し
た
。
兄
亡
き
あ
と
父
母
は
当

然
次
男
の
弟
に
期
待
を
か
け
て
お
り
ま
し

た
。
東
京
外
語
大
へ
の
進
学
も
、
商
社
へ
の

就
職
も
喜
ん
で
自
慢
に
も
し
て
お
り
ま
し

た
。
母
は
こ
の
弟
の
病
死
を
「
宝
物
を
失

な
っ
た
」
と
嘆
き
ま
し
た
。
弟
は
ま
た
弟

で
、
天
命
を
悟
っ
た
ベ
ッ
ド
の
上
で
兄
の
こ

と
を
ど
ん
な
に
か
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
戦
争
で
死
ん
だ
人
達
も
た
く
さ
ん
い
た
も

の
な
」
と
言
い
ま
し
た
。
（
そ
れ
に
比
べ
た

ら
ま
だ
自
分
は
い
い
）
と
言
外
に
語
り
ま
し

こ
。

t
 残

っ
た
子
ど
も
は
私
た
ち
娘
四
人
。
子
ど

も
を
全
部
亡
く
し
た
人
も
、
一
人
し
か
い
な

い
息
子
に
戦
死
さ
れ
た
人
も
い
る
、
と
私
た

ち
は
母
を
慰
め
る
の
で
し
た
が
明
治
の
女
に

は
頼
れ
る
子
ど
も
は
や
は
り
息
子
、
家
を

守
っ
て
く
れ
る
の
は
男
で
あ
る
と
し
か
思
え

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
母
は
二
年
前
、
九

十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
教
員
を
退
職

し
た
姉
が
最
後
ま
で
看
取
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
私
た
ち
は
兄
の
戦
隊
は
海
上
梃

進
隊
と
呼
ば
れ
水
上
特
攻
兵
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
◎
艇
に
よ
る
体
当
り

的
作
戦
の
要
員
た
っ
た
と
知
っ
た
と
き
、
兄

の
遺
し
た
言
葉

「船
舶
兵
は
肉
弾
で
す
。
水

漬
＜
屍
と
散
る
肉
弾
で
す
」
の
意
味
を
真
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
ぜ
も
っ

と
早
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か
、
弟
が
存
命

で
あ
っ
た
な
ら
厚
生
省
で
も
、
ど
こ
へ
で
も

出
向
い
て
真
実
を
追
求
し
て
く
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
の
か
と
悔
や
み
ま
し
た
。

一
方
で
は
「
兄
達
を
戦
争
で
祁
わ
れ
た
妹

た
ち
の
会
」
、
亡
き
推
理
作
家
仁
木
悦
子
先

生
の
提
唱
で
始
め
ら
れ
た

「
か
が
り
火
の

会
」
に
属
す
る
私
は
た
く
さ
ん
の
兄
弟
の
中

に
い
つ
、
ど
こ
で
戦
死
し
た
の
か
不
明
の
方

も
あ
り
、
兄
の
場
合
は
最
後
の
状
況
が
知
ら

さ
れ
た
だ
け
で
も
良
い
の
だ
と
納
得
も
し
て

お
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
、
元
中
隊
長
の
久
保
＿二
郎
様
を

介
し
て
秋
田
県
の
須
藤
輝
雄
様
か
ら
辰
昭
丸

と
⑫
艇
の
絵
の
写
真
を
頂
き
ま
し
た
。
爆
雷

を
う
し
ろ
に
積
ん
だ
艇
に
鉄
兜
の
兵
士
の
願

が
一
っ
白
波
を
け
た
て
て
進
ん
で
行
く
絵
で

す
。
た
っ
た
一
人
で
ど
ん
な
想
い
た
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
私
は
今
、
兄
が
八
月
末
の
数
日

帰
郷
し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
自

分
の
勉
強
机
に
向
か
っ
て
裸
に
な
っ
て
腰
か

け
て
い
た
兄
は
私
を
呼
ん
で
、
背
中
に
で
き

た
タ
ム
シ
に
タ
ム
シ
チ
ン
キ
を
塗
ら
せ
ま
し

た
。
あ
の
時
の
兄
は
胸
中
に
語
り
得
な
い
ど

れ
程
の
重
い
事
実
を
秘
し
て
い
た
の
か
、
兄

だ
け
で
は
な
い
千
四
百
余
人
も
の
ま
だ
少
年

の
悌
の
こ
る
兵
土
た
ち
が
命
じ
ら
れ
た
任
務

の
重
さ
、
何
の
疑
い
も
な
く
す
べ
て
を
受
容

し
て
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
た
そ
の
け
な
げ
さ

に
胸
ふ
さ
が
れ
る
ば
か
り
で
す

C

ま
た
、
昨
年
は
兄
達
の
第
十
八
戦
隊
二
十

八
名
分
の
遺
書
が
み
つ
か
り
、
中
岡
会
長

様
、
田
村
様
、
久
保
様
の
ご
尽
力
で
遺
族
に

返
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦
後
四
十
八
年

経
っ
た
今
日
、
こ
れ
ら
の
選
書
の
一
言

一
句

を
理
解
で
き
る
の
は
年
老
い
た
者
だ
け
と
な

り
ま
し
た
。
兄
の
遺
書
の

「不
忠
を
恥
ず

る
」
、
「
う
つ
し
み
を
捨
て
て
大
義
に
生
き

る
」
な
ど
は
当
時
の
国
民
大
多
数
の
信
条
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
教
育
の

後
半
を
戦
後
の
民
主
主
義
の
な
か
で
過
ご

し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
を
学
ん
だ
私

に
は
兄
の
必
死
の
言
葉
も
か
な
し
い
こ
と
に

空
疎
な
も
の
に
し
か
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
遺
書
は
人
間
の
本
然
の
心
を
す
っ
か
り

歪
め
ら
れ
、
本
音
を
言
え
な
か
っ
た
時
代
の

証
言
と
な
り
得
る
も
の
で
す
。

兄
ち
ゃ
ん
！
日
本
の
国
は
戦
後
誰
も
想

像
し
得
な
か
っ
た
繁
栄
と
発
展
を
遂
げ
ま
し

た
。
人
間
は
み
な
平
等
の
も
と
に
教
育
、
信

条
、
信
教
す
べ
て
自
由
な
世
と
な
り
ま
し

た
。
自
由
に
考
え
、
自
由
に
語
り
、
行
動

し
、
生
を
全
う
で
き
る
幸
せ
を
得
て
い
ま

す
。
超
国
家
主
義
の
犠
牲
と
な

っ
た
あ
な
た

方
は
今
こ
そ
「
本
当
は
死
に
た
く
な
か
っ

た
、
生
き
て
い
た
か
っ
た
」
と
海
の
底
か

ら
、
異
国
の
山
野
か
ら
叫
ん
で
下
さ
い
。
一

度
で
い
い
か
ら
本
音
を
語
っ
て
下
さ
い
。

「死
ん
で
も
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
出
来

る
」
と
あ
な
た
は
言
い
ま
し
た
。
本
当
に
十

八
歳
の
ま
ま
の
顔
で
私
た
ち
の
胸
の
な
か
に

生
き
続
け
て
い
ま
す
。

永
遠
の
生
命
を
得
て
い
る
千
四
百
余
人
の

御
霊
よ
、
日
本
が
ふ
た
た
び
過
去
の
あ
や
ま

ち
を
く
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
い
つ
い
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つ
ま
で
も
お
守
り
下
さ
い
。
そ
し
て
、
私
た

ち
も
世
界
中
の
誰
も
が
戦
争
で
生
命
を
奪
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
平
和
が
訪
れ
、
そ
れ
が
永

久
に
続
く
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
哲
っ
て

「追
悼
の
こ
と
ば
」
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
五
年
十
一
月
二
十
三
日

（注
）
戦
死
さ
れ
た
片
桐
淳
一
氏
は
、
大
正

十
五
年
出
生
、
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町

出
身
、
昭
和
十
九
年
三
月
、
宮
城
県
仙

台
第

一
中
学
校
卒
業
直
後
に
船
舶
兵
特

別
幹
部
候
補
生
隊
に
第
一
期
生
と
し
て

入
隊
。
幸
之
浦
の
第
十
教
育
隊
で
⑫
訓

練
を
受
け
、
第
十
八
戦
隊
に
編
成
さ

れ
、
辰
昭

（
た
つ
あ
き
）
丸
に
て
マ
ニ

ラ
向
け
航
行
中
、
済
州
島
南
西
で
米
潜

の
攻
撃
を
受
け
、
昭
和
十
九
年
十
一

月

十
二
日
戦
死
。
軍
曹
。
辰
昭
丸
に
乗
船

し
て
い
た
第
十
八
戦
隊
第
一
中
隊
は
、

向
田
貞

ー
中
隊
長
以
下
三
十
六
名
を
含

め
、
乗
船
し
て
い
た
六
百
六
十
名
が
戦

死
。

文
中
の
「
元
中
隊
長
の
久
保
三
郎
様
」

は
第
三
中
隊
長
で
別
の
輸
送
船
鎮
海
丸

に
乗
船
し
て
い
た
。
こ
の
船
も
十

一
月

十
八
日
米
潜
の
攻
撃
を
受
け
海
没
し

た
C

久
保
氏
は
救
助
さ
れ
、

再
び
幸
之

浦
に
戻
り
、
第
二
十
戦
隊
に
再
編
成
さ

れ
た
。
こ
の
戦
隊
は
選
抜
下
士
官
が
隊

員
で
、
台
湾
に
展
開
し
、
終
戦
を
迎
え

て
、
復
員
さ
れ
た
。
第
十
八
戦
隊
員
の

遺
書
発
見
、
遺
族
へ
の
返
還
に
尽
力
さ

れ
た
。
ま
た
、
「
追
悼
の
こ
と
ば
」
を

述
べ
た
寺
嶋
弘
子
さ
ん
は
淳
一
氏
の
す

ぐ
下
の
妹
で
、
当
時
、
国
民
学
校
六
年

生
。
宮
城
県
仙
台
市
在
住
。
元
保
育
所

長
。
姉
の
片
桐
け
い
さ
ん
は
宮
城
郡
松

島
町
在
住
。
元
中
学
教
員
。

「若
潮
の
塔
建
立
二
十
周
年
」
吟
詠

碧
海
洋
洋
波
亦
平

寒
霞
紅
楓
清
涼
秋

不
滅
盛
忠
偉
萬
古

作

秋

元

邦

壮

（
読
み
方
）

碧
海
（
へ
き
か
い
）
洋

洋
と
し
て
波
ま
た
平
ら

な
り

八
幡
山
に
登
ゆ
若
潮
の

塔寒
霞
の
紅
楓

（
こ
う
ふ

う
）
清
涼
の
秋

不
滅
の
盪
忠

（じ
ん
ち

ゅ
う
）萬
古

（ば
ん
こ
）

に
博
う

（注
）

平
成
五
年
十

一
月
二
十
三
日
、
八

幡
山
の
山
頂
に
あ
る
淵
崎
護
国
神
社
に

お
け
る
慰
霊
祭
に
お
い
て
詩
吟
を
英
霊

に
捧
げ
た
。

詠
者
は
三
期
生
の
秋
元
康
博
君
（
⑰
四

三
戦
隊
・
兵
庫
県
）
で
あ
る
。

八
幡
山
釜
若
潮
塔

自
分
で
書
い
た
走
り
書
き
の
メ
モ
に

「平

成
二
年
五
月
末
、
義
烈
空
梃
隊
員
飯
田
軍
曹

の
ご
遺
族
•
初
老
婦
人
が
拙
宅
を
初
訪
問
さ

れ
し
折
、
遺
書
を
見
せ
て
頂
く
」
と
あ
る

が
、
残
念
な
こ
と
に
来
訪
者
の
住
所
も
氏
名

も
記
入
し
て
な
い
。
5
月
2
5
日
の
山
梨
県
傷

痰
軍
人
会
総
会
終
了
直
後
に
フ
ロ
ン
ト
の
近

く
で
見
知
ら
ぬ
初
老
婦
人
か
ら
「
あ
な
た
は

沖
縄
特
攻
の
戦
傷
者
だ
そ
う
で
す
が
、
…
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

「私
の
兄
は
義
烈
空
梃
隊
で
戦
死
で
す
」
と

の
話
に
私
は
度
肝
を
抜
か
れ
た
。
長
野
県
出

身
で
富
士
吉
田
市
に
住
む
と
い
う
。
ど
う
し

て
山
傷
の
総
会
に
出
席
し
た
の
か
、
別
に
質

問
も
し
な
か
っ
た
。

数
日
後
、
突
然
の
来
訪
で
あ

っ
た
。
家
内

が
入
院
中
な
の
で
私
は
慌
て
て
お
茶
を
出
し

た
。
半
紙
大
の
白
紙
に
毛
筆
で
書
か
れ
た
遺

書
を
差
し
出
さ
れ
た
。

帰
ら
じ
と
か
ね
て
覚
悟
の
特
攻
か

名
残
り
を
と
ど
む
筆
の
跡
な
り

昭
和
―
一
十
年
一
月
十
四
日

飯
田
秀
臣

辞
世

華
と
咲
き
南
の
空
に
天
翔
け
て 会

員

義
烈
空
挺
隊
員
の
遺
書

生
死
何
を
か
論
ぜ
ん
や

唯
念
ず
る
は
任
務
完
遂

菅
原
軍
曹

堪
忍
袋
の
緒
を
切
っ
て

征
く
ぞ
サ
イ
。ハ
ン
殴
り
込
み谷

川
曹
長

窪

JI I 

敏

郎

と
は
に
ま
も
ら
ん
大

和
馬
根
を飯

田
軍
菩

二
首
の
歌
の
下
に
：
・

お
母
さ
ん

不
孝
者
で
し
た

お
許
し
下
さ
い

元
気
で
征
き
ま
す

掌
に
墨
を
塗
っ
た
で
あ
ろ
う
手
型
を
押
し

て
母
に
送
る
1

、
こ
の
悲
壮
感
に
、
私
は
今

も
涙
ぐ
ん
で
し
ま
う
。
お
話
の
メ
モ
を
と
る

右
手
が
震
え
た
。
松
本
50
聯
隊
（
歩
兵
）
S

1
4
¥
1
5
年
ご
ろ
、
所
沢
…
航
士
？
宮
崎
↓

仏
印
ー
ス
マ
ト
ラ

・
ベ
レ
ン
バ
ン

（空
挺

隊）

20

．5
.
2
4
熊
本
・
健
軍
飛
行
場
、
知

覧
、
特
攻
平
和
会
館
…
と
メ
モ
は
こ
こ
で

終
っ
て
い
る
。

秋
霜
烈
日
初
冬
の
梅
の
香
と
消
ゆ
る
と
も

九
段
の
桜
と
千
代
に
咲
く
ら
ん

三
浦
曹
長
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秋
は
来
る
関
ケ
原
の
一
戦
か

我
菜
の
特
攻
戦
勝
の
端
緒
を
開
く

星

軍

曹

大
和
桜
散
り
行
く
時
は
君
が
為

何
を
か
な
さ
ん
な
さ
で
止
む
べ
き

諸
井
曹
長

君
の
た
め
只
一
す
じ
に
征
く
道
は

清
く
明
る
＜
た
の
し
く
あ
り
け
り

高
橋
伍
長

誰
か
や
る
か
れ
が
や
る
で
は
は
し
ま
ら
ぬ

我
魁
け
て
国
を
ま
も
ら
ん

木
谷
伍
長

私
は
今
朝
あ
ら
た
め
て

「陸
軍
航
空
の
鎮

魂
」
総
集
編
を
開
い
て
み
た
。
第
五
章
、
突

入
特
別
攻
撃
隊
の
ラ
ス
ト
に
義
烈
空
挺
隊
八

十
八
名
の
一
覧
表
を
確
認
の
た
め
再
読
し

た
。
三
浦
歳
一
郎
曹
長
以
下
高
橋
房
治
伍
長

ま
で
八
名
も
確
認
で
き
た
。
戦
死
日
は
20
.

6
.
15
で
あ
る
。
知
覚
特
攻
会
館
の
還
影

コ
ー
ナ
ー
と
宮
越
春
雄
准
尉
の
出
撃
前
の
乾

盃

(
5
.
24)
の
写
真
も
出
て
い
る
。

私
の
特
攻
出
撃
は
5
.
26
で
、
菅
原
軍
司

令
官
は
健
軍
飛
行
場
で
の
義
烈
空
挺
隊
出
撃

の
た
め
知
覧
へ
は
見
え
な
か
っ
た
。
特
攻
出

撃
の
失
敗
、
入
院
。
後
遺
症
の
た
め
、
今
も

室
的
で
も
厚
い
防
寒
帽
を
被
っ
て
い
る
。
外

は
雪
の
原
で
風
か
な
い
て
い
る
。
八
人
の
遺

書
を
せ
め
て
総
理
大
臣
に
一
読
ね
が
い
た
い

一
、
大
詔
を
拝
し
て

か
の
聖
戦
は
終
り
た
り

回
顧
す

過
ぎ
し
星
霜

先
人
の
足
跡
を

悪
し
ざ
ま
に
言
う
は

愚
か
な
り

戦
争
は
忌
む
べ
き
も
の

敢
え
て
多
言
を
要
せ
ず

二
、
な
れ
ど

民
族
に
は
自
存
自
衛
の

強
固
な
る
意
志
あ
り

国
家
存
亡
の
危
機
に
顔
せ
ば

木
住
野

憂

国

詩

哲

男

ー
ー
侵
略
戦
争
の
証
言
で
あ
る
か
否
か

を
訴
え
た
い
気
持
ち
で
特
攻
戦
傷
者
は
ペ
ン

を
執
っ
た
の
で
あ
る
。

「
挺
身
殉
国
」
と
書
き
残
す
奥
山
隊
長

国
の
定
む
る
と
こ
ろ

決
然
立
ち
て
銃
と
る
は

祖
国
へ
の
忠
誠
に
し
て

い
か
な
ら
む
民
族
と
い
へ
ど

そ
は
愛
国
の
至
情
な
ら
ん

三
、
青
史
を
繰
り
て

古
き
地
球
儀
を
見
ん

ア
ジ
ア
は
総
て
欧
米
の
支
配
た
り

タ
イ

ビ
ル
マ
ラ
オ
ス
カ
ン
ボ
ジ
ア

ベ
ト
ナ
ム

印
度
又
言
ふ
に
及
ば
ず

南
太
平
洋
諸
島
七
つ
の
海
は

み
な
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
旗

翻
る
と
こ
ろ
な
り

四
、
抗
す
れ
ば
攻
す

生
殺
与
奪
は
戦
場
の
常

そ
の
正
否
を
論
ず
る
の
術
な
し

「敗
者
の
下
ぐ
る
頭
は
蹂
濶
せ
ら
れ

勝
者
の
一
点
燈
は
美
徳
と
稲
せ
ら
る
に

相
似
た
り

東
京
裁
判
史
観
を
も
っ
て

わ
か
戦
史
を
弾
劾

報
復
と
な
す
は
卑
劣
な
り

戦
時
法
規
無
視
の

原
爆
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
残
虐
を

い
か
ん
と
な
す

五
、
戦
火
治
ま
り
て
四
十
八
年

ひ
た
す
ら
平
身
自
虐

敵
国
戦
士
の
墓
碑
に
ぬ
か
ず
き
て

罪
禍
を
殉
国
三一

0
万
の
将
兵
に
科
し

平
成
五
年
八
月
十
五
日
記

侵
略
の
言
辞
を
弄
し
て

国
事
靖
国
に
及
ば
ざ
る
は

漸
愧
に
耐
え
ず

い
つ
の
日
か

英
霊
の
怒
り
あ
る
を
知
る
べ
し

六
、
ア
ジ
ア
開
放
の
戦
火
遠
去
り
て

大
東
亜
共
栄
圏
は
こ
こ
に
拓
け
る

黎
明
と
共

歓
喜
あ
ふ
る
る
は

東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

昭
和
は
偉
な
り

恩
威
及
ば
ざ
る
処
な
し
四
海

L
っ

先
帝
の
統
し
め
す
方

国
た
み
挙
り
て

1

)

の
大
戦
に
殉
ぜ
り

七
、
今
ぞ

世
界
の
指
標
た
り

平
和
国
家
へ
の
巨
歩

変
節
な
き
日
本
精
神
を
作
興
し
て

国
家
盤
石
の
固
め
と
な
さ
ん

英
霊
乞
ひ
誦
わ
く
ば

冥
せ
ら
れ
よ

我
り
生
あ
る
限
り

胴

は

り

て

み
霊
守
り

祖
国
を
愛
さ
ん
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菊
花
蓋
る
平
成
5
年
11
月
7
日
、
閑
東
地

区
の
ご
遺
族

・
戦
友
七
〇
余
名
が
靖
国
神
社

参
集
殿
に
集
合
。
全
員
昇
殿
の
の
ち
浜
野
支

部
長

（特
幹
4
期
生
）
ご
本
殿
前
に
て
謹
ん

で
左
記
の
祭
文
を
奏
上
す

祭

文

本
日
、
若
潮
会
関
東
支
部
第
二
十
七
回
総

会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
先
の
大
戦
に
散

華
さ
れ
、
靖
国
の
み
社
に
神
鎮
ま
り
ま
す
陸

軍
特
別
幹
部
候
補
生
、
海
上
挺
進
戦
隊
員
、

並
ぴ
に
関
係
船
舶
部
隊
員
の
御
霊
に
謹
ん
で

哀
悼
の
言
葉
を
捧
げ
ま
す
。

大
東
亜
戦
争
開
戦
初
頭
の
陸
に
海
に
華
々

し
い
戦
果
を
挙
げ
た
陸
海
軍
は
、
長
期
化
し

た
戦
争
に
よ
り
人
員
の
消
耗
、
特
に
著
し
く

減
耗
し
た
初
級
幹
部
を
養
成
す
る
た
め
に
陸

軍
に
新
設
さ
れ
た
船
舶
特
別
幹
部
候
補
生
の

募
集
に
は
全
国
津
々
浦
々
か
ら
、
愛
国
の
至

情
に
燃
え
る
多
数
の
青
少
年
が
受
験
し
、
合

格
の
栄
冠
を
得
た
中
か
ら
、
ペ
ン
を
捨
て
、

学
窓
と
家
郷
を
後
に
し
、
瀬
戸
肉
海
小
豆
島

に
設
立
さ
れ
た

「船
舶
特
別
幹
部
候
補
生

隊
」
に
入
隊
、
陸
軍
初
級
幹
部
と
し
て
の
輝

か
し
い
道
を
歩
ま
れ

て
殿
し
い
訓
練
に
励

ま
れ
た
も
の
で
す
。

既
に
、
戦
況
は
我

関

東

支

部

総

会

に
利
あ
ら
ず
、
物
量

陸
軍
⑫
関
係
者

を
誇
る
連
合
軍
の
怒

船
舶
特
攻
各
期
生
会

（兼
）若
潮
会

涛
の
進
攻
に
対
し
て

陸
海
空
の
総
力
を
挙
げ
た
特
別
攻
撃
が
敢
行

さ
れ
船
舶
部
隊
に
も
特
別
攻
撃
隊
の
編
成
が

下
命
さ
れ
、
船
舶
特
別
幹
部
候
補
生
を
主
体

と
し
て
、
全
陸
軍
の
精
鋭
の
中
か
ら
選
抜
さ

れ
た
将
校
、
下
士
官
を
以
て
「
海
上
梃
進
戦

隊
」
が
編
成
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
台

湾
、
沖
縄
の
前
線
甚
地
に
雄
々
し
く
鹿
島
立

ち
し
て
征
き
ま
し
た
。

あ
な
た
方
は
迫
り
来
る
連
合
軍
の
怒
涛
の

進
攻
に
対
し
て
鬼
神
も
泣
か
せ
る
肉
弾
攻
撃

に
よ
り
多
大
の
戦
果
を
挙
げ
ら
れ
敵
の
心
胆

を
寒
か
ら
し
め
ま
し
た
が
、
志
に
反
し
異
境

の
地
に
お
い
て
思
わ
ざ
る
病
魔
に
例
れ
無
念

の
晟
後
を
遂
げ
ら
れ
た
方
々
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
青
春
を
祖
国
防
衛
の
さ
き
が
け
と

し
て
国
難
に
殉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

後
に
続
く
為
の
訓
練
中
の
隊
員
に
も
本
土

空
襲
に
よ
る
戦
死
者
、
殉
戦
者
の
多
数
を
数

え
る
に
至
り
ま
し
た
。

更
に
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
の

奇
禍
に
遭
遇
し
、
今
も
そ
の
後
遺
症
に
悩
む

会
員
が
お
り
ま
す
。

終
戦
の
伏
命
が
発
せ
ら
れ
、
廃
墟
と
化
し

第
27
回
陸
軍
海
上
挺
進
戦
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

平
成
五
月
十

一
月
七
日

若
潮
会
関
東
支
部

長

浜

野

明

た
戦
後
の
日
本
は
あ
な
た
方
の
尊
い
青
春
を

か
け
た
犠
牲
に
護
ら
れ
な
が
ら
、
多
く
の
国

民
の
努
力
に
よ
り
不
死
鳥
の
よ
う
に
立
ち
直

り
今
や
世
界
に
類
を
見
な
い
経
済
大
国
と
し

て
繁
栄
と
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

こ
。

t
 戦

後
の
光
陰
流
れ
て
四
十
八
星
霜
、
本

日、

こ
こ
に
あ
な
た
方
の
御
霊
を
お
慰
め
す

べ
く
ご
遺
族
、
先
輩
、
同
僚
が
在
り
し
日
を

偲
び
、
過
ぎ
去
り
し
思
出
に
神
前
に
相
寄

り
、
相
集
い
ま
し
た
。

幽
明
、
境
を
異
に
す
る
と
は
申
せ
、
天
翔

け
り
来
給
い
共
に
肩
を
組
み
膝
を
つ
き
あ
わ

せ
、
心
お
き
な
い
時
を
語
り
合
い
た
く
思
い

ま
す
。

流
れ
去
っ
た
歳
月
は
、
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
に
移
り
変
わ
り
、
歴
史
の
中
で
は
ん
の

一
詢
に
過
ぎ
な
い
我
々
の
部
隊
は
大
き
な
波

の
中
に
忘
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
歴
史
の
語
り
部
と
し
て
、
あ

な
た
方
の
勲
功
を
永
久
に
語
り
継
い
で
行
く

こ
と
か
、
命
氷
ら
え
た
者
の
責
務
で
あ
る
と

信
じ
て
居
り
ま
す
。

在
天
の
英
霊
に
は
、
こ
の
国
と
国
民
の
上

に
暖
か
い
ご
加
護
を
た
れ
給
う
と
と
も
に
、

と
こ
し
え
に
安
ら
け
く
神
鎮
ま
り
ま
す
こ
と

を
、
祈
念
し
て
お
別
れ
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

続
い
て
代
表
五
人
が
そ
ろ
っ
て
玉
串
を
捧

げ

一
同
拝
礼
し
て
英
霊
に
敬
意
を
表
し
、
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。

式
後
、
会
場
を
九
段
会
館
に
移
し
地
階
「
さ

く
ら
」
の
間
で
正
午
か
ら
総
会
に
入
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
物
故
者
へ
の
慰
霊
の
黙
稿
を

捧
げ
、
定
例
の
支
部
長
挨
拶
、
定
例
の
議
事

を
進
め
、
あ
ら
た
に
特
攻
顕
彰
会
の
募
金
に

つ
い
て
若
潮
会
（
全
国
）
一

括
出
資
の
件

と
、
靖
國
神
社
（
み
た
ま
祭
）
献
灯
を
各
期

生
会
の
分
担
に
つ
い
て
の
議
題
が
出
さ
れ
、

活
発
な
意
見
の
後
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

懇
親
会
に
移
り
、
各
期
ご
と
話
が
は
ず
み

懇
談
の
輪
を
広
げ
、
再
会
を
約
し
、
軍
歌

＂
船
舶
隊
の
歌
”
で
会
を
し
め
く
く
っ
た

。

今
回
は
必
ら
ず
参
加
し
豊
富
な
智
識
を
披

露
し
、
毎
固
あ
た
ら
し
い
情
報
を
伝

へ
て
く

れ
た
斉
藤
義
雄
顧
問
か
体
調
を
く
ず
さ
れ
、

又
皆
本
義
博
氏

(
3戦
）

・
永
井
一
氏

(2

期
）
両
役
員
が
欠
席
さ
れ
た
の
は
残
念
だ
っ

た
。

三

期

加

藤

貞

夫
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収 支計算 書

平成5年11月18日から平成5年12月31日まで

（設立初年度） （単位：円）

科 目 予算額 決算額 差異 備考

I 収入の部

1 年会費収入

゜
54,000 △ 54,000 

2 基本財産運阻利息収入 750,000 159,282 590, 718 

3 特別会喪収入

゜
9,000 △ 9,000 

4 寄附金収入 46, 711, 041 6,972,000 39,739,041 

5 出版事業収入 380,000 69,600 310,400 

6 雑収入

゜
59.961 △ 59,961 

当初収入合計 (A) 47, 841. 041 7,323,843 LlQ, 517, 198 

7 特攻隊慰霊顕彰会から受入れ 160,301,996 

収入合計 CB) 47,841,041 167,625,839 △119,801,218 

II 支出の部

1 管理費

人件費 1. 000, 000 668,690 331, 310 

旅費交通費 25,000 24,900 100 

通信費 25,000 31, 979 △ 6,979 

会読晋 300.000 36,339 263. 661 

事務所経費 150,000 100,000 50,000 

消耗品雑費 ， ＇ 50,000 228,191 △ 178, 191 

予備費 50,000 

゜
50,000 

2 事業費

慰霊祭等事業費 3,600,000 

゜
3,600,000 

特攻隊史実調査研究黄 100. 000 

゜
100. 000 

特攻隊資料収集費 300,000 

゜
300,000 

出版事業費 1. 500,000 729,854 770, 146 

予 備 費 200,000 

゜
200. 000 

当期支出合計 (C) 7,300,000 1. 819, 953 5,480,047 

当期収支差額 (A)-(C) 40, 541. 041 5,503,890 35, 037, 151 

3 貯蔵品支出額 1.492,000 

4 その他固定資産支出額 2,354,793 

5 甚本財産操入額 100,000,000 

支出合計 (D) 105,666,746 

収支合計 (8)-(D) 61. 959, 093 

時期繰越収支差額 (B)-(C) 40, 541, 041 61, 959, 093 △21, 418, 052 
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貸 借 対 召＂ヽB‘ 表

平成5年12月31日現在

（設立初年度）

科 目 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現 金 59, 109 

普通預金 3, 791. 748 

定期預金 58,000,000 

郵便振替 282,384 

貯蔵品 （特別攻撃隊誌） 1. 478, 000 

流動資産合計 63, 611. 241 

2 固定資産

{1) 基本財産

定期 預金 100,000,000 

基本財産合計 100. 000,000 

(2) その他の固定資産

什器備 品 962,725 

電話加入権 149,968 

繰延資産 1. 242, 100 

その他の固定資産合計 ， ＇ 2,354,793 

固定資産合計 102,354,793 

資産合計 165,966,034 

11 負債の 部

1 流動負債

未払金 157,728 

前受金 14,000 

預 り 金 2,420 

流動負債合計 174, 148 

2 固定負 債

゜負債合計 174,148 

皿 正味財産の部

正味財産 165, 791. 886 

（うち基本財産） (100,000,000) 

（うち当期正味財産増加額） (165, 791, 886) 

負債及び正味財産合計 165,966,034 

（単位 ：円）．
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財 産 目 録

平成 5年12月31日現在 （単位 ：円）

科 目 金 額

I 資 産の部 ， 

1 流動資産

現金預 金

現 金 59, 109 

普通預金 3, 791, 748 

（第一勧業銀行市ヶ谷支店） (1,604, 748) 

（富士銀行虎ノ門支店） (1, 450, 666) 

（中央信託銀行虎ノ門支店） (15,000,000) 

定期預金 58,000,000 

（第一勧業銀行市ヶ谷支店） (43,000,000) 

（中央信託銀行虎ノ 門支店） (15,000,000) 

郵便 振 替 （東京4-59580) 282,384 

貯蔵品 （特別攻撃隊誌X739冊） 1. 478, 000 

流動資産合計 63, 611, 241 

2 固定資産

(1) 基本財産

定期預金（中央信託銀行虎ノ門支店） 100,000,000 

基本財産合計 100,000,000 

(2) その他の固定資産

コンピュータ機器 509,257 

電話機器 453,468 

電話加入権 149,968 

プログラミング 1, 242, 100 

その他の固定資産合計
， ＇ 

2,354,793 

固定資産合計 102,354,793 

資産合計 165,966,034 

II 負債の部

1 流動負債

未払 金電話機器等 (NTT) 157,728 

前受 け金平成 6年度の年会費 14,000 

預 り 金職員に対する源泉所得税 2,420 

流動負債合計 174,148 

2 固 定負債

゜固定負債合計

゜負 債合計 174,148 

正 味財産 165, 791, 886 

（財）特攻隊戦没者慰霊平和祈念協会の平成5年度の計算書類について監査した結果適正であること

を認めます。

平成 6年 2月26日

監事

監 事

叫こ耀疇鬱
か粽やj闘翫

I 
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二、

0
0
0円

醐
特
攻
隊
戦
没
者

慰
霊
平
和
祈
念
協
会

口
座
番
号
東
京
四
—
五
九
五
八

〇

新
規
入
会
希
望
の
方
は
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
職
業
、
出
身
期
別
等
を
右
振

替
用
紙
に
ご
記
入
の
上
ご
送
金
下
さ
い
。

今
後
特
攻
慰
霊
財
団
（
略
称
）
の
会
報
を

お
送
り
致
し
ま
す
。

◇
年
会
費
納
入
の
お
願
い

平
成
6
年
度
の
会
費
を
未
だ
納
め
て
お

ら
れ
な
い
方
は
郵
便
振
替
に
て
納
入
し
て

下
さ
い
。

年

会

喪

口

座

名

財
団
設
立
を
記
念
し
て
去
る
3
月
2
8
B、

全
国
特
攻
隊
戦
没
者
追
悼
式
を
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
戦
死
者
に
対
す
る
慰
霊
行
事
は
英

霊
が
再
会
を
誓
い
、
今
神
鎮
ま
り
ま
す
る
靖

国
の
社
頭
に
て
行
う
べ
き
が
当
然
で
あ
り
ま

す
。
特
攻
隊
の
慰
霊
祭
も
20
年
来
靖
國
神
社

で
執
り
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

然
し
今
回
は
財
団
設
立
を
記
念
し
て
の
追

悼
式
で
す
。
高
松
宮
妃
殿
下
、
三
笠
宮
崇
仁

親
王
殿
下
の
ご
台
臨
を
仰
ぎ
、
内
閣
総
理
大

臣
、
関
係
各
大
臣
、
中
曽
根
、
竹
下
前
総
理

を
始
め
国
会
議
員
、
各
都
道
府
県
知
事
等
多

数
の
来
賓
を
お
招
き
し
、
特
に
国
防
の
重
責

を
担
う
自
衛
隊
の
方
々
に
も
是
非
参
拝
を
し

て
頂
き
た
い
。
又
N
H
Kを
始
め
各
報
道
機

関
に
も
協
力
方
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

真
に
残
念
で
憤
慨
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で

で
す
が
、
現
状
は
靖
國
神
社
で
は
出
来
ま
せ

◇

財
団
基
金
の
募
金

当
財
団
は
基
本
財
産
一
億
円
で
取
敢
ず

設
立
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
億
円
ま

で
増
額
せ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。
左
記
に
よ

り
蒜
金
を
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

カ
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
個
人

一
口

壱
万
円

二
、
法
人
、
団
体
等

一
口

拾

万

円

何
れ
も

一
口
以
上
を
前
記
郵
便
振
替
に
て

お
振
込
み
下
さ
い
。

ん。

一
日
も
早
く
、
天
皇
陛
下
の
ご
親
拝
を

仰
ぎ
、
自
衛
隊
の
部
隊
参
拝
も
出
来
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
何
処
か
場
所
を
お
借
り
し
て
、
無

宗
教
方
式
で
追
悼
式
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
他
の
場
所
を
お
借
り
す
る
と
す
る
と
、

最
も
相
応
し
い
処
と
し
て
、

千
鳥
ケ
淵
墓
苑

を
選
ん
だ
次
第
で
す
。

そ
の
か
わ
り
、
墓
前
に
桧
の
臼
木
に
墨
痕

鮮
や
か
に

「特
攻
隊
戦
没
者
之
霊
位
」
と
書

し
、
菊
の
花
で
裾
を
飾
り
、
英
霊
の
み
魂
を

こ
こ
に
お
迎
え
し
追
悼
式
を
行
い
ま
し
た
。

特
攻
隊
と
言
う
と
航
空
特
攻
だ
け
を
考
え

ら
れ
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
義
烈
空
挺
隊

を
始
め
⑫
、
展
洋
等
全
特
攻
戦
没
者
の
半
数

近
く
は
陸
上
で
戦
死
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

靖
圃
神
社
以
外
で
お
借
り
す
る
場
所
と
し
て

最
も
相
応
わ
し
い
の
は
、
千
鳥
ケ
淵
と
考
え

た
次
第
で
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
は
り
た
い
。

当
協
会
理
事
長

追
悼
式
を
何
故
千
鳥
ヶ
淵
墓
苑
で

最

上

貞

雄
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元
旦
正
子
の

往
く
年
来
る
年
百
八
の

煩
悩
渦
巻
く
現
世
に

仰
ぐ
九
段
の
大
鳥
居

心
ぞ
通
う
こ
の
宮
居

ろ
く
わ
ん

平
成
の
御
代
六
年
を

告
ぐ
る
太
鼓
は
ド
ゥ
と
嗅
り

粛
然
と
進
む
人
の
群

夜
空
に
浮
か
ぶ
宮
柱

ぬ
ば
た
ま
の
内
奥
宮
の

ほ
の
か
に
ゆ
ら
ぐ
灯
は

き
こ
し
め

間
召
さ
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